
'

τ

北
海
道

に
於

け
ろ
卸
費
商

、
小
費
商
経
螢

の

'

一
断

面

〆

札
幌
市

の
繊
維
品
雑
貨
業
者
に

つ
い
て

ノ

一二三

ま

え

が

き

卸
賞
商

の
脛
僧

に
つ
い
て

小
費
商

の
経
螢

に
つ
い
て

岡

杢

理

一

ま

え

が

き

87

最
近

、
甚

だ
し
く
維
螢
不
振

に
お
ち
い
つ
て
い
る
中

小
企
業

の
困
窮

欺
態
を
打
開
し

て
、

こ
れ
寮
振
興
封
策
を
樹
立
す

る
必
要
上
、
種

種

の
實
態
調
査
が
全
國
的

に
、
ま
た
地
方
的

に
行

わ
れ

て
い
る
こ
と
周
知

の
通
り
で
あ

る
が
、
我
が

北
海
道

に
お
い
て
も
、
数
年
來

、
道

め

廉
商

工
部
商

工
振
興
課

の
手

に
よ
り
、
道
内
諸
都
市

の
中
小
商

工
業
者

に
つ
き
.
詳
細
な
調
査
が
行

わ
れ
、

そ
の
経

螢

規

模
、

経
菅
業

績

、
経
螢
資
金
、
税
金
等
各
般

の
質
情
が
明
か

に
さ
れ

て
い
る
。
そ

の
昭
和

二
十
六
年
度

の
實
態
調
査

に
も
と
つ
く
現
歌

に
つ
い
て
は
、
本

艦

ノ

誌

前

々
號

(
第

ご
巻
第
三
號
、
昭
和
二
十
七
年

一
月
獲
行
)

に
筆

者

が
記

述

し
た
通

り

で
あ

る

。
と

こ
ろ

で
、

こ

の
調
査

は

、

そ

こ

に
配

列

さ

北
海
道
に
於
け
る
卸
聯
ハ商
、
小
轡
ハ商
経
替
一の
一
断
面

㌔

"

、

87
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號

れ

て
い
る
項
目
を
み

て
も
知

ら
れ

る
ご
と
く
、
道
廃
當
局

が
中
小
企
業

の
振
興
を
は
か
る

一
般
的
な
甥
策
1

1
例

え
ば
中
小
企
業
金
融
鉗

策

の
ご

と
き
を
樹
立
す
る
た

め
に
役
立

つ
こ
と
甚
だ
大
き

い
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
各
業
種
、
業
態

に
お
け
る
個

々
の
経
螢

に
關
し
、
■そ

の
改
善
を
は
か
つ
て
合
理
化
を
行
う
資
料
と
し

て
は
、
必
す
し
も
十
分
な
も

の
と
は
言

い
難

い
。

一
般

に
経
濟
調
杏

は
種

々
の
目
的
を
も

つ

て
行

わ
れ
、

し
た
が
つ
て
、
そ

の
方
法
も

、
目
的

の
如
何

に
よ
り
、
種
,々

の
も

の
が
存
在
す
る

こ
と

い
う
ま

で
も
な
く
、
そ

の
調
査
項

目

の
ご
と
き
、
必

す
し
も

一
律

に
定

め
得
る
も

の
で
な

い
。
ゆ

え
に
、

例

乏
ば
、

い
ま
或

る

一
業

種

に
お
け
る
各
経
螢

の
改
善
を
は
か

る

た

め
、
實
態
調
査

を
行
う
と

い
う
場
合

に
は
、
そ
れ

に
最

も
有
用
な
資

料
と
な
り
得

る
事
項
を
と
り

あ
げ

て
調
査
す

る
こ
と
を
要
し
、
そ

れ
以
外

の
事
柄
は
、
た
と
え
中
小
企
業

に
關

連
す

る
も

の
で
あ

つ
て
も

、
除

外
し

て
差
支

え
な

い
も

の
と
考
え
ら

れ
る

の
で
あ
る
。

こ
の
小
稿

は
、
上
記
、
道
廉
商
工
部
商

工
振
興
課

の
調
査
と
は
や

』
覗
角

を
攣

え
、

い
わ
ば

「
経
螢
方
法
」

の
實
情
と

で
も
精
す

べ
き

も

の
を
明

か
に
せ
ん
た
め
、
昭
和

二
十
六
年

十
月
、
札
幌

市

の
代

表
的
な
繊
維
品
難
貨

の
卸
費
業
者

二
+
店
、
同
じ
く
小
費
業
者

四
十
店

に
つ
き
、
筆
者

の
研
究
室

で
調
査

せ

る
と

こ
ろ
を
ま
と
め
た
結
果

の
記
述
で
あ
る
。
而

し

て
、

こ
の
調
査

の
目

的
が
、
も
と
も
と
、
大
阪

府

の

「
北
海
道

市
場

調
査

團

」

(
大
阪
府
商
工
部
商
工
第
二
課
所
管
)
に
お

い
て
、
大
阪
商
品

の
取
引
先
た

る
本
道
都

市

の
卸
費
商
並

に
小
費

商

の
維
螢
實
態
を
知
り

、
以

て
今
後

の
販
踏
据
張

の

一
助

に
供

せ
ん
と
す

る
と
こ
ろ

に
存
す

る
ゆ

え
、
劉
象
と
な

る
商
業
者

の
中

に
は
、

い
わ
ゆ

る
中

小
商
業

に
薦

し
な

い
株
式
会

就
組
織

の
も

の
も
か
な

り
存

し
、
ま
た
調
査
項
目

に
つ
い

て
も
、
上
記

の
目
的
達
成

に
必

要
な

ヒ

も

の
が
ど

り
あ
げ

ら
れ
て
い
る

の
は
當
然

の
こ
と

」
い
う

べ
く
、
同
じ

く
實
態
調
査

で
は
あ
り
な
が
ら
、
前
記

.
道
聴
當
局

の
そ
れ
と
は

か
な
り
趣
き
を
異

に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か

し
、
か

」
る
項
目

に
關
す

る

調

査

は
、

本
道

に
お
い

て
初

め

て
の
試

み

で
あ
り
、
從

來
、
必

要
視

さ
れ
な
が
ら
等
閑

に
附

さ
れ
て
き
た
も

の
で
あ

る
か
ら
、

か
く
、
繊
維
品
雑
貨
を
取
扱
う
業
者

の
脛
螢
實
態
を
か
な
り
詳

し

く
解

明
し

て
い
る
本

調
香
.は
、

上
記

の
ご
と

き
目
的

に
も
か

㌧
わ
ら
す
、
本
道
商
業

の
健

全
な
襲
達

を
期
す
る
上

に
、
役
立

つ
こ
と
少
く

な

い
と
信
す
る
も

の
で
あ

る
。

、

88
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、

"な
お
、

こ
の
調
査

の
實
施

に
際

し
て
は
、
小
樽
商
科
大
学

の
学
生
三
名
が
調
査
員
と
な

り
、
次
頁

の
ご
と
き
調
査

表

(
甲
表
、
乙
表
)

を

個

六
に
業
者

を
訪
問

し
て
配
付
し
、

必
要
事
項

の
記
載

を
求
め

て
そ

の
蒐
集

に
あ
た

つ
た

が
、

調
査
店
舖

(
卸
費
業
者
二
〇
、
小
質
業
者

四
〇
)

の
選
鐸

に

つ
い
て
は
、
市
内

の
業
界

の
こ
と

に
詳

し
い
札
幌
商
工
会
議
所

の
教

示

に
よ
つ
た
も

の
で
あ

つ
て
、

そ

れ
ら

の
商
肚
名

は

こ

、
に
明
記

せ
す
、
整

理
番
號
を
も

つ
て
示
す

に
止

め
た

の
で
あ
る
。

=

卸
責
商

の
経
螢
に

つ
い
て

口

開

業

の

年

一
般

に

「
卸
費
商

」
と

い
え
ぱ
、
小
費
商

に
く
ら

べ
て
、
資
本
金
は

多
く
、
規

模
も
大

で
あ
る

こ
と
、
周
知

の
通
り

で
あ
る
が
、

ま
た

開

業

の
年
も
古
く

て
、
い
わ
ば
長

い
歴
史
と
古

い
老
舖
を
も

つ
を
通
常

と
す
る
。

こ

の
こ
と
は
、
本
道
に
お
け
る
卸
費

商

の
代
表
的
存
在

と
せ
ら

れ
る
小
樽
市

の
繊
維
問
屋
を

み
る
こ
と

に
よ

つ
て
、

よ
く
知
ら

れ
よ
う
。
然

る
に
、

札
幌

市

に
お
け

る
こ
の
調
査

に
ょ
れ

ば

(
第

-
表
参
照
)
・
開
業
年

の
古

い
も

の
は
・
案
外

・
少

い
。
す
な

わ
ち
・
総
断
㌘
一十
店

の
う
ち
・
そ

の
開
業

が
明
治
年
代

の
も

の
四
、
大

正
年

代

の
も

の
二
で
、
開
業
年

の
さ
ぼ
ど
古

い
と
思
わ
れ

る
も

の
は
多
か
ら

す
、
大
牛
以
上
は
昭
和
年
代

の
開
業

に
属
し
、
し
か
も
絡
職
前

の

も

の
四
、
絡
職
後

の
も

の
十

(
五
〇
%
)

と
な

つ
て
い
る
。

一
昨
年
夏

、
筆
者

の
研
究
室

で
實
施

し
た
小
樽
市

に
器
け
る
こ
の
種
調
査

で

も

カ

は
、
絡
職
後

の
開
業

者
が
全
髄

の
二
四
%
で
あ
つ
た

の
に
封
し
、
か
く
札
幌
市

の
場
合

、
五
〇
%

で
あ
る
と

い
う

の
は
、

い
わ
ゆ

る
新
興

の
卸
費
商

の
多

い
こ
と
を
示
す
も

の
と
言

い
得

よ
う
。
と

こ
ろ
で
、
こ

の
よ
う

に
、絡
職
後
、
札
幌
市

に
お
い
て
卸
賓

商
が
、
多
敏
、
勃
興

し

て
き
た
と

い
う

こ
と
は
、
職

時
、
職
後

の
統
制
時
代

、
商
椹
が
小
樽
市
よ
り
札
幌
市

へ
移
行

し
た

の
が
、
統
制

撤
塵
後

も
、
引
績

き
そ

の
販
費

経
螢

が
新
し

い
商
砒

に
よ

つ
て
な
さ
れ
た

こ
と
、
並

に
札
幌
市

の
異
欺
な
膨

脹

に
よ
る
需

要

の
増
加
等

に
基
因

す
る
も

の
と

い
う

ぺ
く
、
か

」
る
傾
向

は
、
今
後
も
、

と

璽
ま

る
こ
と
な
く
、
進
展
す
る
よ
う
に
み
ら

れ
る
。

北
海
道
に
於
け
る
卸
費
商
、
小
費
商
紹
管
の
一
断
面

89
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北 海 遣 卸 貢 商 調 査(札 幌市繊維品雑貨業者)鋸1表

員業從
庫倉

殻緬翻羅 計
馨形態

 

年業開
姻

翻

15坪

12坪

200坪

50坪

5坪

15坪
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40坪

283坪
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拓

π

18

び

⑳

■

二

経
螢

の
形
態

一
般

に
卸
費
商
は
、

そ

の
輕

菅

形

態

と
し

て
、
小
費
商

に
く
ら

べ

法
人
組
織
を

と
る
も

の

が
多
く
、特

に
最
近

は
、

税
金
.等

の
關
係
か
ら
会

ヤ

肚

形

態

に
移

行
す

る
も

の
が

少

く
な

い
。

こ

の

調

査

に

ょ
れ

ば

(
第
1

表
参
照
)
、
「
個

人
形
態

」

の
も

の
は
四
(
二

〇

%
)

で
少

く
、
「
有
限

会

計
罪

の
も

の

一
、

そ

し

て
他

の
十

五
は

、
全

部

「
株

式
会

肚

」

の
も

の
で
甚

だ

多

い

(
七

五
%
)

。

こ

の
鮎

、

小
樽

布

の
調

94
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査

に
お

い
て
、
個
人
形
態

の
も

の
が
多
か

つ
た

の
に
比
し
、

や

」
異

る

、
こ
れ
は
、
要
す

る
に
、
札
幌
市

の
卸
費
商

が
前

に
述

べ
た

る
ご

と
く
開
業
年

の
新

し

い
も

の
が
多
く
、

こ
れ
ら

は
同
業
者

の
出
資
を
合

せ
て
設
立
さ
れ

て
い
る
た

め
、
か
く
も
株
式
会
肚

の
形
態

を
と

つ

て
い
る
も

の
と
み
ら
れ

る
。
換
言
す
れ
ば
、

こ
れ

は
卸
費
商

の
資
力
如
何

に
墓
因
し

て
い
る
の
で
あ

つ
て
、
そ
れ

が
誰
撮

に
、
右

の
個
人

形
態
を
と
る
四
店

の
う
ち
、
大
正
年
代

の
開
業

に
か

」
る
も

の

(
大
正
五
年
と
大
正
+
年
)
が
二
店

、
昭
和
十
年
開
業

の
も

の
が

一
店
、
共

に

古

い
歴
史

と
大
な

る
資
力
、
信
用
を
有
す

る
も

の
で
あ
り
、
ま
た
小
樽
市
6

卸
費

業
者

に
個
人
形
態

の
も

の
が
割
合

に
多

い
と

い
う
こ
と

も

、
よ
く
個
人

の
資
力
、
信
用

で
維
螢

の
可
能

で
あ

る

こ
と
を
示
す
例
誰

と
み
ら
れ

る
の
で
あ

る
。

三

從

業

員

敏

・

一
般

に
卸
費
商

は
、
小
費

商
よ
り
も
経
螢
規
模
大

き
く
、
取
引
範
園
も
廣

き

に
わ
た
る
た

め
、

從

業

員

の
敏
も
多

い
の
を
通
常

と
す

る
。
こ

の
調
査

に
よ
れ
ば

(
第
ユ
表
参
照
)、
少

き
は

一
人
よ
り
、

多
き

は
七
+
三
人

に
ま
で
及

ん
で
い
る
が

個
人
形
態

の
も

の
よ
り
も
会

肚

形
態

の
も

の

㌧
方

が
1

自

明

の
こ
と
な
が
ら
i

從
業
員
を
多
く
有
す

る
。
二
十
業
者
全
部

の
李
均
を
だ
す
と
i

一
店

で
七
十
三

人
と
い
う
多
救

の
從
業
員
を
も

つ
も

の
は
、
こ

Σ
で
は
異
例

と
し
て
除

く
ー

一
店
當
り
、
十
二
人
張
と
な
る
。
但
し
、
最

も
多

い
暦
は

十

人
位

と
み

て
よ

い
餐
あ

ろ
う

。

ま

た
開

業

年

の
古

い
も

の
が

、
新

し

い
も

の
よ
り

も

、

多

く

の
從

業

員

を
有

す

る
。
す

な

わ
ち
、

第

一

位

、
七

+

三
人

の
從

業

員

を
も

つ
会

砒

は
、

明
治

四

十

四

年

の
開

業

に
か

・
り

、
、第

二
位

の
五

十

入
を

も

つ
会

砒

は

明
治

二

十

二
年
、

第

四
位

の
二
十

三
入
を
も

つ
会

砒
は
明
治

三
十

八
年

、
第

五
位

の
十

五
人
を
も

つ
会
枇
は
明
治
四
十
年
ー

と

い
う
ご
と
く
、

い
す

れ
も

明

治

時
代

の
開
業

に
か

」
る
古

い
も

の
で
あ
る
。
要
す

る
に
、
開
業
年

の
古

い
も

の
は
経
螢
規
模

大
き
く
、
取
引
範
園
も
廣
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
業
務

に
多
敏

の
人
員
を
必
要

と
す

る
こ
と

に
よ

る

の
で
あ
ろ
う
。

ロ次
に
、
か

5
る
從
業

員
を
そ

の
從
事
す

る
職
種

に
よ
つ
て
分
け
る
と
左

の
通
り

で
あ

る
。
「
主
人
代
理

」
は
ー

t
こ
れ
な
き
も

の
二
店
を

除

く
と

ー

各

店

と
も

一
、

二
人
を

有

し

て
を

り

(
露
人
な
も

つ
も
の
が
三
店
も
あ
る
)
、
ま

た

「
会

計

係
」
は
各
店

と
も

一
、
二
人

か
ら

三

、

北
海
道
に
於
け
る
卸
賢
商
、
小
賓
商
紹
蒼

の
一
断
面
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四
人

位

有

し

て
を

り

(
但
し
、
無
き
渇
の
四
店

、
七
人

の
も

の
一
店
、
+
二
人

の
も

の
一
店
)
、

更

に

「
仕

入

販
費

係

」
を
各

枇

と

も

四

、

五
人

以

上
有

し

て
を
り

(
但
し
、
無
琶
も

の
二
店

、
+
人

の
も
の
一
店
、
十
三
人
の
も
の

一
店
、
二
十
五
人

の
も

の

一
店
)
、

更

に
ま
た

「
荷

造

配
達

係

」

は
ー

…
店

で
六
十

三
人

と

い
う

多
数

を
も

つ
も

の
を
除

く

と
ー

1
各

店

と

も
、
二

、

三
人
を

有

し

て

い
る

(
但
し
、
無
き
も

の
三
店
、

八

♂

人

の
も

の
一
店
、
+
三
人

の
も
の

一
店
)
。
以

上

を

通
観

す

る
と

、

「
主

人

代

理

」
の
從

業

員

は
當
然

の
こ
と

な
が

ら
最

も

少
く

、

反
封

に

「

仕

入

販
費

係

」

の
從

業

員

が
最

も

多

い
と

い
う

こ
と

Σ
な

る
。

四

倉

庫

一
般

に
卸

費

商

は
相

當
量

の
商

品

を

ス
ト

ッ
ク

し

て
、

小
費

商

の
需

要

に
慮

す

る
必

要

上

、
商
品

の
保

管

施

設

を

も

つ
こ
と

が
望

ま

れ

る
。

特

に
本
道

の
ご
と

く

、
産

地

市
場

か
ら
遠

く

は
な
れ

て

い

る
と

こ

ろ

に
あ

つ

て
は

、
そ

の
必

要
性

が
大

き

い
。

こ

の
調
査

に
よ

れ
ぱ

(
第
-
表
参
照
)
、

二
+
業

者

の
う

ち

、
倉

庫

の
無

き
も

の
は
十

一
で
過

孚

に
達

し

、
倉

庫

を
有

す

る
も

の
は

九

で
あ

る

。

そ

の
坪

数

は
、

小

は

五
坪

よ

り
、

大

は
二

百

八

十

三

坪

に
及

び

、
全

部

の
算
術

卒

均
を

だ
す

こ
と

は
無
意

味

な

ほ
ど
、

差
異

が

大

き

い
。
而

し

て

こ

玉
に

留

意

を

要

す

る
こ
と

は
、
古

い
歴

史

の
あ

る

商

店

に

「
倉

庫
」

を

も

つ
も

の

が
多

い
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

す

な

わ
ち

、

明
治

二

十

二
年

開
業

の
会
肚

ー

1
二

八
三
坪
、
明
治

三
十
八
年
開
業

の
会

敢
ー

五
〇
坪
、
明
治
四
十
年
開
業

の
会
砒
!

…
二
〇
〇

坪
、
明
治

四
十

四
年

開

業

の
会

肚

-ー

「
五
〇

坪
、

大

正

五
年
開

業

の
個

人
商

店
i

t

=

一坪

、
大

正

十

年
開

業

の
個

人

商
店

ー

-
一
五
坪

と

い
う

ご

と

く

、

明
治

、

大

正
年

代

に
開
業

せ

る
も

の
は
、
全

部

倉

庫

を
所

有

し

て

い
る
。

そ

し

て
同

じ

く
倉

庫

を
有

す

る

と
も

、
絡

戦

後

に
開

業

せ

る
も

の
は
、

そ

の
坪

数

、
五

坪

、
十

五
坪

と

い
う

が

ご

と

く
、

甚

だ
小

さ

い

の

で
あ

る
。
既

述

の
ご

と
く

、
絡

戦
後

の
開

業

者

が

牛

分
も

あ

る

の

に
、

こ
れ
ら

の
う
ち
倉

庫

を
も

つ
も

の

」
少
な

い

の
は

、
資

金

等

の
關

係

で
施
設

に
困

難

を

と
も

な

う

こ
と

に
よ

る

の
で
あ

ろ
う

が

、

こ

・
に
も

、
古

き
老

舖
を

有

し

、
資

産

、
信

用

の
大

き
な

商

肚

の
も

つ
力

の

ほ
ど

が

、
よ

く
察

知

さ
れ

る

の

で
あ

る
。

'

五

主

要

取

扱

商

品

.

-
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一
般

に
卸
費
商

は
、
商
品

を
大
量

に
取
扱

う
け
れ
ど
も
、
そ

の
種
目
は
か
な
り
專
門
化

さ
れ

て
い
る

の
を
通
常

と
す

る
。
し
か
し
本
道

に
お
い
て
は
、
繊
維
品
關
係

に
つ
き
、
廣
大
な

地
域

に
分
散
せ

る
小
費

商
が
多
種
多
様

の
も

の
を
取
扱

つ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
が
需

要

に

慮

す

る
必
要
上
、
卸
費
商

の
側

に
あ

つ
て
も

多
種

多
様

の
商
品
を
と

」
の
之
る
こ
と
を
要

し
、

い
わ
ゆ
る

「
專
門
卸
費
商

」
と
し

て
、

た

と

え
ば
毛
織
物

の
み
を
取
扱

う
と
か
、
絹

織
物

の
み
を
取
扱
う
と

い
う

が
ご
と
き
こ
と
は
存
績
困
難
と

せ
ら
れ

る
。
か
ぐ

て
各

種

の
織
物

類

は
も

と
よ
り
、

メ
リ
ヤ

ス
製
品
、
足
袋

、
靴

下
、
夜
具
類
か
ら
幼
見
用

の
帽

子
、
よ

だ
れ
掛
け

、
オ

シ
メ
カ
バ

ー
に
い
た

る
ま
で
、
多

ノ

種

類

の
も

の
を

取
扱

つ
て

い
る

の
が
、
本

道

都

市

の
繊

維

品

卸
費

商

の
實
情

で
あ

つ

て
、

こ

の
顯

、
本

州

大
都

市

の
專

門
卸

費

商

と
著

る

し

く
異

る

と

と
ろ

で
あ

る

。
も

ち

ろ

ん
、

さ

わ

い
え
、

各
商

店

と
も

、
自

己

の
主
力

と

す

る
商
品

の
あ

る
ご

と

い
う
ま

で
も

な

く

、

こ

の

調

査

に
お

い
て
も

(
第
2
表
参
照
)
、
順

次

、
第

一
位

の
も

の
よ

り
第

五

位

ま

で
記

入
を

求

め
た

の
で
あ

る
。

い
ま

、
こ
れ

が
集

計

せ

る
と

こ

ろ
を
若

干

の
部

類

に
分

け
、

記

入
数

を

示
す

と
左

の
通

り

で
あ

つ
て
、

メ
リ

ヤ

ス
、
布

常

製
品

、

洋

品

雑

貨

、

毛
織

物

等

が

多

い

よ
う

に
み

う

け
ら

れ

る
。

㈹ ㈹ ㈹ ㊧ 四(コ(⇒

絹

織

物

二

、
絹

人

絹

織

物

二

.

綿

織

物

二
、
麻

織

物

二
、
綿

・
ス
フ
織

物
三

、
織

物

一
、

布

地

一
、
洋

反

物

二
、

、
毛
織

物

四
、

服

地

二
、
廣

巾

生

地

一

メ
リ

ャ

ス
九

、

靴

下

三

布

吊

製

品

七

背

廣

服

一
、

オ

ー

バ

一
、

ズ

ボ

ン

一
、

学
生

服

・一
、

婦

人

オ
ー
バ

一

既
製

服

一

製

綿

一
、

夜

具

地

一
、
か
や

一
、

毛
布

一
、

ふ
と

ん
袋

一

毛

布

一
、
綿

糸

一
、
綿

絹

糸

一
、
縫

糸

一
、

糸

一

北
海
道
に
於
け
る
卸
賢
商
、
小
費
商
経
管

の

一
断
面

呉

服

一
、

小

巾
反

物

二
、
綿

布

一

O

噺
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第2表 北 海 道 卸 費 商 調 査(札 幌市繊維品雑貨業者)

叢理

番 號 、1
1

主 要 取 扱 商 品

2 3 4 5

足

軍

メ

綿

製

メ

呉

毛

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

糸 ト ムテ訓 ボ タ
　

袋iメ リ ヤ ス

手i軍 足

iサ ヤ ス 布S,N品

　

捌 メ リ ヤ ス

　

141毛 織 物

　

151縫

ll-li洋隻 物

・8廣 磁 暢

19メ リ ヤ ス

⑳ 陣 巾蜘
1[

布 吊 製 品

靴

靴

靴

か

ソ1ネ ク タ イ

}織 物

綿 夜 具 地
ロ 　

lVヤ ス}洋 品
ll

・帽 子 洋 品 雑 貨 和 装 雑 貨 袋'物

1背 廣 服 オ ー バ 亭 ズory學 生 服

1服 メ"ヤ ス 洋 品 服 ・地

尾 織 物 絹人雛 物 隔 スワ 織物 布 串 製 品

織 物 晦 織 物 綿 織 物 絹 織 物

函 織 物 毛 州 綿 織 物 毛 糸

糸膿 臨 繍 輔 物
i布 地1

メ リヤ ス1布 膿 品1和 難 品

服 地 小 巾 織 物 第 二次製品

布 吊製 品 既 製 服 洋 反 物

メ リ ヤ ス 軍 手 軍 足1綿 製 品

下

下

下

や

小 巾 綿 反

布 吊 製 品

毛 布

ス

物

P

立

レ

仕

オ シメ カバ ー

ふ と ん 袋

小 問 物

婦 人 オ ー バ

そ の 他

メ サ ヤ ス

ス フ・人 絹織物

綿 糸

毛 糸

貨

糸

種各品

毛

洋

商

學

討

究

第
三
巷

第

一
號

㈹

洋
品
雑
貨

五
、

98

和
装
雑
貨
二

㈲

そ
の
他
-

繊

維

雑

品

一
、

和

洋

裁

附

屡

品

一
、

小

間

物

一
、

袋

物

一
、

帽

子

一
、

足

袋

一
、

レ
ー

ス

一
、

・不

ク

タ

ノ
・
一
、
ボ

タ

ン

一
、

ゴ

ム
テ

ー
プ

一
、

オ

シ

メ

カ

バ

ー

一
、
軍

手

二

、

軍

足

二

、

仕

立

物

一
、

第

二

次

製

品

一

　註

以

上

の
諸

品
目

の

ノ
し

ぢ

中
に

に
重
複

し
て

い
る

も

の
が
か
な
り

あ
る
れ

め
、

そ
れ
を
整

理
す

れ

ば

も

つ
と
簡
明

と
な
ろ

の
で
あ

る
が
、

こ

エ
に

に
調
査
表

に
認

入
さ
れ
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第3表 北 海 道 卸 費 商 調 査(札 幌市繊維品雑貨業者)

北
海
道
に`
於
け
る
卸
萱
商
》

小
賢商

管

ヨ

面

整理

番號

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

ユ4

15

16

17

18

19

20

代金支梯方法(%)

現鋼 手形殊 の他

100

100

20

20

20

10

15

15ノ

5

5

5

10

100

80

15

5

90

90

80

80

80

90

85

75

95

100

95

95

90

20

85

100

95

7

10

10

3

商 品 註 丈 方 法

昴 主なもの 隊 の も の

通 信

田 向 買 付

通 信

出 向 買 付

出 向 買 付

巡 回販賢員

巡回販賓員

巡回販 賢員

出 向 買 付

出 向 買 付

巡回販 質員

出 向 買 付

信

出 向 買 付

出 向 買 付

出 向 買 付

出 向 買 付

出 向 買 付

出 向 買 付

巡回販質員

出 向 買 付

出 向 買 付

巡回販費員

巡回販賢員

出 向 買 付

そ の 他

巡回 販質員

巡回販 蜜員

註丈後現品到
着までの日敷

現 刎 見 本

7

15

14

10

15

25

10

15

10

7

18

10

15

20

10

6

10

8

15

10

7

10

7

10

7

5

10

4

25

90

60

7

6

4

7

六

仕
入
代
金

の
支
沸

方
法

一
般

に
卸
費
商
は
そ

の
資
力
や
信

用
に
お

い

て
、
小
費
商

よ
り
も
大

き
く
、
商
品

を
仕
入
れ

て
も
直
ち

に
現
金
で
支

彿

う
こ
と
な

く
、

一
、

二
箇
月
後

の
手
形
決
濟

に
よ

る
こ
と
が
多

い
。

た

史
最
近

は
、

い
わ
ゆ

る

「
金
詰
り

」
を
反
映

し

て
、
仕
入
先
、

メ
ー

カ
ー
等

が
現
金

の
前
佛

を
要
求
す

る
こ
と
も
あ

る
た

め
、

「
現
金
佛

」

流
ま

、
の
品
名

な
表

示

す

ろ
こ
と

エ
し
れ
。
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100

商

學

討

究

第
三
巻

第

一
號

に
よ

つ
て
い
る
こ
と
が
少

く
な

い
。

こ
の
調
査

に
よ
れ
ば

(
第
3
衷
参
照
)
、
商
品

の
仕
入
代
金
を
、
全
部
、
現
金
佛

で
決
濟

し

て
い
る
も

の
一『

こ
れ

に
次
い
で
現
金
佛

九
〇
%
、
手
形
佛

一
〇
%

の
も

の

一
、
現
金
佛

八
〇
%

、
手
形
佛
二
〇
,%
の
も

の

一
で
、

こ
れ
ら
を
除

い

た
他

は
、
す

べ
て
手
形
梯
を
主

と
し
、
現
金
佛
を
從

と
し

て

い
る
。
す
な

わ
ち
、
全
部

手
形
佛

に
よ
る
も

の
二
を
除

け
ぼ
、
大
艦

に
お
い

て
、
手
形
佛

が
八
〇

%
1
九
〇
%

で
、
現
金
佛

が
二
〇

%
ー

.一
〇
%
位

の
も
の
が
多

い
の
で
あ

る
。

七

商
品

の
注
文
方
法

一
般

に
卸
費
商
は
、
商
品
を
注

文
し

て
仕
入
れ
る
に
あ
た
り
、
種

々
の
方
法
を

と

つ
て
い
る
。
東
京

、
大
阪
、
京
都
、
名
古

屋
等

の
生

産

地

へ
、
直
接

、
出
向

い
て
買
付

け
る
こ
と
も
あ

れ
ば
、
ま
た

メ
ー
カ
ー
や
大
問
屋

の
販
費
員

が
巡
回
し

て
く
る

の
を
待

つ
て
注
文
す
る

こ

と
も

あ

り

、

更

に
ー

た

と
え

ば
追

加
注

文

の
場

合

の
ご

と

く
i

通

信

に
よ

つ

て

い
る

こ
と

も
少

く

な

い
。

そ

し

て
、

こ
れ
ら

種

々

の
方

法

が

あ

る

と
し

て
も

、
卸

費

商

は

決

し

て

一
つ

の
方

法

の
み

を
と

る

こ
と
な

く
、

一'
つ
を

主

と
し

、

他

を
從

と
す

る

と

い
う

ご

と

く
、

二

、

三

の
も

の
を
併

用
す

る

こ
と

も

み
ら

れ

る
。

こ

の
調
査

に
よ

れ

ば

(
第
表
3
参
照
)
、
な

ん

の
記

入
も

な
か

つ
た

も

の

一
を
除

き

、

十

九
業
者

の
う

ち
、

「
出
向
買

付

」
を

主

と
す

る

も

の

が
最
も

多
く

+

二
店

を

占

め

て
を

り

、

「
巡
回

販

費

員
」

を
主

と
す

る
も

の
は
四

に
す

ぎ

す

、

「
通
信

」
を

主

と

す

る
も

の
は

三
と
な

つ

て

い
る
。

ま
た

、

「
主

」
と

せ

す

に

「
次

の
も

の
」

と
す

る
注

文
方

法

に

「
巡

回

販

費

員

」

四

、

「
出

向
買

付

」

三
、

「
そ

の
他

」

一
と
な

つ

て
い
る

。
更

に
、
他

の
方
法

を

併

用

せ
す

、

「
出

向
買

付

」

の
み

に
よ

る

も

の
七

、

「
巡

回
販

費

員
」

の
み

に
よ

る
も

の

一
、

「
通

信

」

の
み

に
よ

る
も

の
ニ
ー
!

と
な

つ

て

い
る
。
以

上
を

も

つ

て

み
る

と
き

、

二

つ
以

上

の
方

法

を
併

用

せ
る
も

の

」
少

く

な

い

こ
と

が
知

ら

れ

る
。

八

注

文
後

、
商
品

到
着

ま

で

の
旧
籔

-

一
般

に
卸

費

商

は
、

か
な

り

大
量

の
商

品
を

仕

入
れ

る
が

、

そ
れ

は
注

文

と
同
時

に
現
品

を

受

取

る

こ
と
少

く

、
注

文
品

の
到
着

ま

で

に
は
距
離

の
遠

近
、
楡

途

事
情

の
良

否

等

に
よ

つ

て
、

そ

の
日
激

に
長

短

の
差

異

を

生
す

る

。
本

道

は
、

こ

の
黙

、

生

産

地

に
遠

く

は
な

100



圖

θ

、

101

れ

て
い
る
た
め
、
本
州
都

市

の
卸
費
商

に
比
し
、
不
利
を
う
け

て
い
る
こ
と
甚
だ
多

い
。
職
前

、
蓮
賃

の
割
安

で
あ
つ
た
頃
は
、
海
上
輸

逡
が
多
か

つ
た
が

(
主
に
小
樽
港
ま
て
)
、
絡
職
後

は
海

上
蓮
賃

が
鐵
道

蓮
賃

と
な
ん
ら
攣
り
な

く
、

反

つ
て
輪

迭
日
敏

を
多
く
要
す

る
だ

め
、
繊

維

品
雑

貨

等

に

つ
き

、
あ

ま

り
利

用

せ
ら

れ
す

、
主

に
…鐵
道

輸

逡

-

多
く
客
車
便

や
混
載
貨
軍
ー
i

に
よ

つ

て
い
る
現

歌

で
あ

る
。

と

こ

ろ

で
、

こ

の
調
査

に
よ
れ

ば

(
第
3
表
参
照
)
、

「
現
物
」

の
到
着

日
勲

は

、

最
も

短

い
も

の
で

六
日

、
最

も

長

い
も

の
で

二
十

五

H

を

要

し

て
い
る
が

、
総

じ

て
多
数

の
も

の
を
求

め

る
と

、
十

風

の
も

の
七

、

十

五
日

の
も

の
五

と
な

つ
て
を
り

、

大
艦

、

十
日

か
ら

十

五

日
位

を

要
す

る
も

の
と

み

て
よ

い

で
あ

ろ

う
。

ま

た

「
見

本

」

に

つ

い
て

は
、

一
般

に
現
物

の

到

着

日

籔

よ
り
も

短

い

こ
と

が
知

ら

れ

、
短

き

は

四
日

、
長

き

は

九

十
日

の
も

の

一

(
毛
織
物
等
)
、

六

十
日

の
も

の

一

(
毛
織
物
等
)
と

い
う

が
ご

と

き
異

例

の
も

の
も

あ

る

が

、

総

じ

て
多
敏

の
も

の
を

求

め

る
と

、
七

日

の
も

の
四

、

十
日

の
も

の
三
と
な

つ

て
を
り

、
大

膿

、

一
週

間

か
ら

十

日
間

位

を
要

す
る

も

の
と
み

て
差

支

え
な

い

で
あ

ろ

う
。

九

商

品

の
販
費

方

法

一
般

に
卸
費
商

は
、
小
費
商

に
商
品

を
販
費
す

る
に
あ
た
り
、
自

己
の
店
舖
を
訪

れ
る
も

の
に
販
費

す
る
こ
と
ー

「
店
費

」
ー

も

あ

れ

ば

、
ま

た
「
外

交

」
「
通
信

」

等

の
方

法

に
ょ

つ
て
積

極

的

に
費

込

ん

で
ゅ

く
場

合

も

あ

る
。

こ

の
調

査

に
よ

れ

ば

(
第
4
表
参
照
)
、

大

膣

に
お

い

て

「
外

交

販
賓

」
が

多

い
よ

う

に
み
ら

れ

る
。

「
店

費

」

で

多

い

の
は
、
糸

、

ゴ

ム
テ

ー
プ
、

ボ

タ

ン
等

を

取

扱

う

業

者

ぽ

ゆ

(
一
〉

の
店
費

一
〇
〇
%

と
、
縫
糸
、
繊
維
雑
品

、和
洋
裁
附
屡
品
を
取
扱
う
業
者

(
一
)
の
店
費
九
〇
%
、
外

交
販
費

一
〇
%
i

の
二

つ

に
か

ぎ
り

、

他

は

全
部

「
外
交

販

費

一
と

「
通

信
販

費

一
と

が

主
要

な

も

の
と

な

つ

て

い
る
。

そ

し

て
、

「
通

信
販

費

」

の
多

い

の
は

軍

手

、

軍

足

、
靴

下

の
卸

責
商

で
、
通

信
販

費

八
〇

%
、

店
費

一
五
%

、

外

交
販

費

五
%

と

い
う

の
が

一
つ
あ

る

の
み
。

か

く

て
、

大
部

分

は

「
外
交

販

責

」
と

い
う

こ

と

に
な

る
が

、

こ
れ

も

、
下

は

五
〇

%
位

の
も

の
よ
り

、

上

は

一
〇

〇

%

の
も

の
も

み
ら

れ

、

こ
れ
ら

を

一
々
あ

げ

る
と
、

五
〇

%
代

の
も

の

一
、
六
〇

%
代

の
も

の
四
、

七

〇

%
代

の
も

の
四
、

八
〇
%

代

の
も

の

二
、

九

〇

%
代

の
も

の
四

、

北
海
道

に
於
け
る
卸
賢
商
、
小
賢
商
経
曹

の

一
断
面

輔

10i



■

102

第4表 北 海 道 卸 費 商 調 査'(札 幌市繊維品雑貨業者)

整理 i商品販賓方法(%プ 畷 雑(%)ll 仕入の月 棚卸 2F均

番號 鮫陣 髄 現金1手 形1そ の他
1多い月}少明

時期 手持高

1 100 70 30 「.2 2
1

12月
1

1箇 月分

2 70 30 40 50 10 8 2 1 1巻 〃

3 5 80 15 90 5 5 9-4 5_8
l

l2 1妾 〃

4 60 10 30 50 50 9_11 6-7 12

、

1週間分

5 80 20 15 30 55 9 2 1 1箇 月分

6 60 10 30 30 60 10 10 8 3
}
2〃

7 90 10 10 90 10 5
1

9

●

37

8 90 10

!
85 15 10 2 2 4〃

9 90 10 30 70 9-11 2.7 9.3 2〃

10 70 30 60 40 9 3 7

旨

jL〃
3

11 40 10 50 30 70 4.9 L2 3 1登 〃

12 75 5 20 10 30 60 9 7

1

2箇 矧
に1回

3〃

13 65 15 20 20 80 1β.9 12.4 9.3 番 〃

14. 90 5 5 40 60 10 6 毎月
1

L2.〃3

15 10 90 100 11-3 4-10
2箇 且
に1回

2〃

16 85 10 5 70 20 10 9-4 5-8
14

2〃

17 100 50 5・i 9 7
[窃 ・2}

1〃

18 70 30 野 5
、

9.10 2.7 3' 券 〃

19 65 35 60 40 8 2 12 1〃

20 50 30

」

」
201

1

80 2 18 9.10 6-8 毎月 2〃

商

學

討

究

第
三
巻

第

一
號

一
〇

〇

%
.
の

も

の

一

ー
ー

と
な

り

、
特

殊

の

割
合

の
も
の
が
多

い
と

い
う
わ
け
で
な
く

、
大

竈

に
お
い

て
、
均
等
化

さ
れ

て
い
る
よ
う

に
み

ら
れ

る
の
で
あ
る
。

十

販
費

代
金

の
回
牧

方
法

一
般

に
卸
費
商
は
、
自

己
の
取
引
先
i

主
に

小
費
商
ー
-!
に
封
し
、

い
わ
ゆ

る
「
問
屋
金
融

」

の
意
味

を
も

つ
て
、
販

費
商
品

の
代
金
を
手
形

そ

の
他

に
よ
り
回
牧
す

る
こ
と
多

い
が
、
最
近

は

い
わ
ゆ

る
「
金
詰
り
」

102
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、

'

を
反
映
し

て
、
現
金
責
り
を
な
す

こ
と
が
増
加
し

て
き
て
い
る
。

こ
の
調
査

に
よ
れ
ば

(
第
4
表
参
照
)
、
異
例

と
思

わ
れ

る

「
現
金

費

」

一
〇
〇
%

の

一
肚
1

こ
の
会
肚

は
、
既
述
、
商

品

の
仕
入
に
際
し
、
全
部

「
現
金
沸
」
で
あ

る
ー

を
除

く
と
、
他

は
全
部
、
手
形
そ

の
他

の
方
法
を
併
用
し

て
い
る

の
が
知
ら

れ
る
。
そ
れ

で
は
か
く
併
用

せ
る
も

の
に
つ
き
、

「
現
金
」
と

「
手
形
そ

の
他
」
と
、
ど
ち
ら

に
よ

る
回
牧

が
多
く
を

占
め

て
い
る
か
と
い
う

に
、

「
現
金
」

の
割
合

が

「
手
形
そ

の
他
」

の
割
合

よ
り
も
多

い
も

の
八
、
爾
者

の
割
合

が

同

等

(
ど
ち
ら
も
五
〇
%
)

の
も

の
二
、

「
手

形

そ

の
他

」

の
割

合

が

「
現

金

」

の
そ

れ

よ

り

も

多

い
も

の
九
;

と
な

つ

て

い
る

。

全

髄

を
通
観
す

る
と
、
少

々
、

「
現
金
」

の
方

に
比
重

が
多
く
か

」
つ
て
い
る
よ
う
に
見
う
け
ら

れ
る
。

十

閏

仕

入

の

時

期

一
般

に
卸
費
商

は
、
小
費
商

や
浩
費
者

の
や

」
長
き

に
わ
た

る
需

要
を

一
時
期

に
集
中
し

て
商
品

の
仕
入
を
行
う
た
め
、

一
年

の
間

に

は
、
仕

入

の
多

い
月
も
あ
れ
ば
、
少
い
月
も
あ

る
。

こ
れ
を
知

る
こ
と
は
、
卸
費
商

と
取
引

す
る
生
産
者

,
大
問
屋

、
小
費
商

に
と
り
大

切

で
あ

る
の
み
な
ら
す
、
金
融
政
策
上
か
ら

み

て
も
必
要
な

こ
と

」
せ
ら
れ
る
。

こ
の
調
査

に
よ
れ

ば

(第
4
表
参
照
)
、

「
仕

入
の
多

い

畠

月

」
は

八
月

(
二

)
、

九
月

(
二
)
、

十
月

(
三
)
、

十

二
月

(
一
)

で
あ

り

、
他

に
、

九

月

か

ら

十
月

、

ま
た

は
十

唄
月

、
更

に
翌

年

四
月

ま

で
と
記

入
し
た

も

の
が
多

い
。

要
す

る

に
、
仕

入
は

、

八
月

に
は

じ

ま

り
、

九

月

に
入

つ

て
本
格

的

と
な

り
、
.十

月
、

十

一
月

頃

ま

で

さ
か

ん

に

つ

嘗

い
て

い

る

こ
と

」
な

る
。

次

に

「
仕

入

の
少

い
月
」

は

、

大
艦

に
お

い

て
、二

月

と
な

つ
て
を

り

、
更

に
三

月
か

ら

七

月

、

八

月
頃

ま

で

つ

璽
い

て

い
る

よ
う

で
あ

る

。

十

二

棚

卸

の

時

期

一
般

に
卸

費

商

は

、
決

算

期
そ

の
他

一
定

の
時
期

に
手

持
品

の
現
在

高

を

調

査

し

て
、

適

當

に
評

償

す

る
も

の
で
あ

る
。

こ

の
調

査

に

よ

れ
ば

(
第
4
表
参
照

)
、
年

末

に
棚

卸

を

行

う

も

の
が
最

も

多

い
よ

う

に
み
ら

れ

、
す

な

わ

ち

、
十

二
月
末

と

記

入

せ

る
も

の

(
四

)
、

031

こ

れ

に

六
月

と

十

二
月

の
も

の

(

一
)
、

毎

月
末

の
も

の

(
二
)
、

二
箇

月

に

一
回

と

い
う
も

の
ー

ー
+
二
月

末

に
行
う
も

の
と
す
れ
域

1
ー

置

魯

、

北
海
遣
に
於
け
る
卸
賓
商
、
小
賓
商
経
蒼

の
一
噺
面
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(そ の 一) 昭 和26年10月 小樽商科大學商業學研究室調査

先 (%)

臨 畿 艦 鰯蟹その他

10

5

47

10

2

10

37.5

3.3

1.7

3

100

50

100

5

7.5

21

28.3

10

2.5

20

販 費 先(%)

百館 陳 店殿 舌脚 龍 馨騙 讐iその他

10

20

5

15

1

10

3

16.7

0.5

9.9

10

7.4

10

10

100

80

100

50

100

50

95

80

70

99

85

90

66.7

99。5

70

82

40

71.7

30

50

40

50

80

60

55

55

60

1

0
'
-

10

2

3

2.5

15

1L4

10

10

10

0

=
0

2

ダ

5

10

5

4

2.6

16

2.1

5

5

10

5

5

1

2

15

2,1

56

40

35

30

10

3

0.3

0。1

14

10

10

10

9

50

20

5

12

10

1.2

20

2.3

30

40

40
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北
海
道
に
於
け
ろ
卸
賢
商
、
小
蜜
商
経
膏

の

一
断
面

105

第51表 北海道卸費商の仕 入先 と販費先 一 札幌市 一

仕入先
販費先

絹 織 物1

絹 人 絹 織 物1

ス フ人絹 織物1

綿 織 物2

廊 織 物1

綿 ス フ織 物1

織 物1

布 地1

洋 反 物2

呉 服1

小 巾 反 物2

綿 布1

毛 織 物3

服 地2

廣 巾 生 地1

メ リ ヤ ス6

靴 下2

布 串 製 品5

背 廣 服1

準 ズRy1

ナ ー バ1

學 生 服1

婦 人 オ ー・…バ1

既 製 品1

製 綿1

夜 具 地 工

か や1

仕 入

轟造購 造懸 造慧 造鶏 醗 藁選鵯 問鮪 綴 臨奮

15

0

0

り
自

■
⊥

1(仕入先不 詳)

80

5

(仕 入先不詳)
1

(仕 入先不詳)

1.6

15・

1

26.7

20

22

70

40

20

5

5

2

0

0

0

0

0

0

τ

硫

2

4

4

2

6

、
2

4

20

6.7

10

35

20

5

3
　
3

AU

O

O

O

O

O

β7

7

6

6

3

4

1

100

61

5
　7

1.7

9

50

(頑 井)
90

O

A
U

■
⊥

¶
⊥

25

50

0

匿
σ

0

7
隔

r
O

-
占

9
0

¶
⊥

23。3

29.1、

25

31

70

40

30

60

15

13.3

13.3

10

30

100

105



'

(そ の 二)・ 昭 和26年10月

106

小樽商科大學商業學研究室調査

先 (%)

翻 畿 高鮪 継 その他

10

10

5
ロ23

53

15.5

4.5

0

4

1
占

2

3.2 9
臼

FD

o
力

-

'

販 貴 先

百貨店1小賓店:霧癸舌1鑛山縞麺馨}あ霜暮1その他

27.5

り
臼

0

0

2

18

0

0

0

FO

7

10

㎜

㎜

飢

獅

m

㎜

9。

肝

卯

%

m

㎜

㎜

㎜

8。

m

m

%

7.5

3.5

0

0

9
0

り
0

2。5

1

2

5

0

(U

5

9
一

9
日

FD

3

0

rO

0

9
0

3

1

■
⊥

50

30

2.5

100

3。8

0

0

4

4

商

學

討

究

第
三
巻

第

一
號

106
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第6表 北海道卸 費商 の仕 入先 と販費先 一 札幌市 一

北
海
溢

に
於
け
ろ
卸
賓
商
、
小
賢
商
紹
替

の
剛
噺
面

仕入先[
販質先1

毛 布1

ふ と ん 袋1

毛 糸3

綿 糸1

縫 糸1

糸1

洋 品 薙 貨4

和 装 雑 貨2

繊 維 難 品1

和洋裁附馬品 ユ

小 間 物1

袋 物1

帽 子1
り

足 袋1

レ ー ス1

ネ ク タ イ1

ボ タ ソ1

ゴ ム テ ー プ1

ナ シメ カ7su・・-1

軍 手1

軍 足1

仕 立 物1

仕 入 ・

糞造髄 造犠 造蕪 造鶏 親1藁饒 臨 鮪 問麟 問奮

100

100

9.4

29

(仕 入先不詳)

80

30

100

7.6

43

100

70

50

100

1.7

28

20

　 ぜ ぷ を

{仕入高の%不 詳}

2

0

0

00

7
・

2.2

0

0

E
O

く
り

90

10

15.3

100

'

70

40

100

100

O

nU

に
0

ζ
り

P

80

12.1

20

20.5

107



ド
ひ

108

耐

學

討

究

第

三
巻

第

一
號

(
二
)

を
、加

え

る
と

、
全

部

で
九

と

な
る

。
他

の
時

期

の
も

の
を
列

學

す

る
と
、

一
月

の
も

の
二
、

二
月

の
も

の

一
、

三
月

の
も

の
三
、

三
月

と

九
月

の
も

の
二
、

四
月

の
も

の

一
、
七

月

の
も

の

N
、
九
且

の
も

の

一
、

毎

月
宋

の
も

の

一
、

二
箇

月

に

一
回

の
も

の
二
!

と

4

な

つ

て

い

る
。

●

十

三

商
品

の
挙

均
手
持
高

一
般

に
卸
責

商
は
、
若

干

の
手
持
商
品
を
も

つ
を
通
常

と
す

る
が
、
こ
れ
が
多
き

に
す
ぎ
る
場

合
、
廻
縛
率

を
悪

く
す
る
ゆ

え
望

ま
し

く
な

い
。

こ

の
調
査
に
よ

れ
ば

(
第
4
表
参
照
)
、
最
も
多

い
の
は
二
箇
月
分
手
持

の
も

の
五
で
、

こ
れ

に
次
い
で

一
箇
月
分

の
四
、

一
・
五

箇
月
分

の
三
、
三
箇
月
分

の
二
と
な

つ
て
い
る
.
要

す
る
に
、

二
箇
月
分
か
ら

三
箇
月
分
位

の
商
品
を
手
持

し
て
い
る
よ
う

に
み
う

け
ら

れ
る
の
で
あ

る
。

十

四

商
品

の
仕
入
先
と
販
費
先

一
般

に
卸
費
商

は
、
い
わ
ゆ

る

「
中
間
商
人

」
に
し

て
、
取
扱
商
品
を

そ

の
地
ま
た

は
他

地
方

の
生

産
者
、
大

卸

費

商

等
よ
り
仕

入

れ
、
こ
れ
を
主

に
地
元
方
面

の
小
費
機
關
に
供
給
す

る
も

の
で
あ

る
。
こ
れ
を
本
道
都
市

け
卸
費
商

に
つ
い
て
い
え
ぱ
、
そ

の
取
扱
商

品

を
道
内

(
小
樽
市
、
札
幌
市
等
)
、
道

外

(
大
阪
市
、
東
京
都
、
京
都
市
、
名
古
屋
市
、
そ
の
他
)
の
い
す

こ
か
の
メ
ー
カ
ー
や
卸
費
業
者

よ
り
大

量

に
仕

入
れ

て
、

こ
れ
を
道
内

の
小
費
機
關
i

輩
猫
小
費
商
、
百
貨
店
、
会
就
、

工
場

の
大

ロ
、
鑛
山
、
生

活

協

同

組

合
、

そ

の
他

ー

へ
費
渡

し
て
い
る
も

の
で
あ
る

が
、

こ
れ

が
仕
入
先
と
販
費
先

と
を
知

る
こ
と
は
、
種

六
の
黙

で
利
す
る
と

こ
ろ
甚
だ
多

い
。
す
な

わ
ち
、
本
州
諸
都

市

の
製
造
業
者

や
卸
費
業
者

に
と

つ
て
は
、
自

己

の
製
品

や
取
扱
商
品

の
販

路

の
維
持
、
接

張
を
行
う

に
役
立

つ
こ
と

大

き
く
、
ま
た
本
道

の
業
者

や
關

係
者

に
と

つ
て
も

、
か

玉
る
商
品

の
供
給
源

や
そ

の
流
通

経
路

を
知
り
得

て
、
経
管
合
理
化
そ

の
他

に

資
す

る
と

こ
ろ
多

い
の
で
あ
る
。

こ
の
調
査

に
よ
る
と
き
、
そ
れ
は

前
頁

「
北
海
道
卸
費
商

の
仕
入
先

と
販
費
先
」

へ
第
5
表
、
第
6
表
)

の
通
り

で
あ

つ
て
、
各
品
目

の
件
数

が
少

い
た

め
、
き

わ
め

て
確
實
な
も

の
と
は
言

い
難

い
け
れ
ど
も
、

一
慮

、
そ

れ
ぞ
れ
商
品

の
供
給

108
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へ

源

と
分
散
過

程

の

一
班
を
知

る
こ
と
が

で
き
る
。
記
載

の
全
品
目

に
つ
き
、
仕
入
先
と
し

て
最
も

多
い
の
は
大
阪

の
製
造

元
並

に
卸
問

屋

ら

で
あ

つ
τ
、

こ
れ

に
東
京
、
名
古
屋

の
製
造
元
、
卸
問
屋

が
次

い
で
を
り
、
ま
た
道
内
販
費
先

と
し

て
は
、
軍
猫
小
費

商
が
墜
倒
的

に
多

く
、
百
貨
店

へ
は
あ
ま
り

多
く
行

つ
て
い
な

い
。
け
だ
し
各

百
貨
店

と
も
、
自
か
ら
産

地
の
メ
ー
カ
ー
や
大
卸
費
業
者
等
と
直
接
取
引
を

行

い
、
道
内

の
卸

費
商
か
ら
仕

入
れ

る
こ
と
は
少

い
か
ら

で
あ
ろ
う
。
ま
た
販
費
先
と
し

て
、
会

肚
、

工
場

の
大

口
消
費

や
鑛

山
、
生
活

協
同
組
合
等
も

、
多
少

な
が
ら
あ
げ
ら
れ

て
い
る

こ
と
は
注

目
を

要
す

る
。
な
お
、

こ
の
表

は
仕
入
先
、
販
費
先

と
も
取
引
件
数

に
よ

る

百
分
率

で
あ
ら

わ
し
た
が
、
爾
者

の
判

明
し
難

い
商
品
は
除
外
し

て
記
載

せ
す
、
販
費
先

の
み
判

明
し

て
仕
入

先

の

判

明

せ
ざ

る
も

の

は
、
仕
入
先

の
欄

に

「
仕
入
先
不
詳

」
と
記

し
て
お

い
た

。

十

五

螢

業

上

の
感

想

こ

の
調
査

に
お

い
て
、

こ
れ
を
記
し
た
も

の
は
少
な
か

つ
た

が
、
そ

の
中

か
ら
留
意
を
要
す
る
と
思

わ
れ
る
も

の
を
あ
げ
る
と
左

の
通

り

容
あ

る
。

,

O

螢
業
資
金
不
足

の
た

め
、
些
少

の
相
場
攣
動

に
も
業
者

は
か
な
り

の
シ

ヨ
ッ
ク
を
う
け
、
最
近

は
繊
維
品

の
相
場

が
安
定

せ
な

い
の

で
、
仕
入
を
控

え
目

に
行

つ
て
い
る
。

・
圖

東

京
商
品

は
品
質
良

好

で
あ

る
が
、
大
阪
商

品
は
値

段

が
低
廉

で
あ

る
け
れ
ど
も
、
品

質

は
前
者

に
及

ば
な

い
こ
と
多

い
。
し

か
し

道
内

の
都
市
以
外

の
地
方

で
は
、
格
安
品

の
大
阪

も

の
が
歓
迎
さ
れ

て
い
る
。

倒

道
内
小
費
商

の
仕

入
を
み

る
と
、
漸

次
、
思
惑
的
な
も

の
は
減
少

し
て
小

口
と
な
り
、
再
び
戦
前

の
状
態

に
復
齢
し
た
か
の
槻
が
あ

る

。

画

道
内

の
小
費

商

は
資
力

が
小

で
あ

る
た
め
、

現
金
取
引

を
希
望
し

て
も
困
難

で
あ

る
。
そ
し

て
、
掛
買

が
當
然

の
こ
と

」
さ
れ
、

こ

れ

は
仕
入
値
を
高
く

し
、

ぴ
い
て
小
資
値
段

を
も
高

め
て
い
る
實
情

で
あ

る
。

、、

、

北
海
道
に
於
け
ろ
卸
質
商
、
小
賢
商
経
誉
の
一
噺
面
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商

學

討

究

第
三
巻

第

一
號

的

道
内

の
小
費
商

は
、
他
府
縣

の
小
費
商

に
比

し
、
商

取
引
上
、
改
善
を
要
す
る
鮎
少
く
な

い
。
例

え
ば
、
支
佛
條
件
を
嚴
守

せ
す
、

相

場

の
下

つ
た
と
き
に
返
品
を
行

い
、
し
か
も
そ
れ

を
二
箇
月
も
経
渦
し

て
か
ら
行

う
が

ご
と
き
、
商
業
道
徳
上
か
ら

み
て
も
許
容

し
難

い
も

の
が
多

い
。

.
㈹

道
内

の
製
造
業
者
は
、
経
螢

の
合
理
化
を
行

い
、

コ
ス
ト
を
低
下
し

て
、
卸

費
商

の
仕
入
償
格

を
輕

減
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

≡

小
費
商
の
経
螢
に
つ
い
て

110

 

一

開

業

の

年

一
般

に
小
費
商

は
卸
費
商

に
比

し
、
壽
命

が
短

く
、
し
た
が

つ
て
開
業
年
も
比
較
的
新
ら

し
い
も

の
と

さ
れ

て
い
る
。

こ
の
調
査

に
よ

れ

ば

(
第
7
表
参
照
)
、
開
業
年

の
記
入

の
あ

つ
た

三
十
八
店

の
う
ち

、

明
治
時
代

に
開
業

の
も

の
七

(
個
人
五
、

合
資
會
壮

一
、

有
限
會
冠

一
)
、
大
正
時
代

に
開
業

の
も
の

一
〇

(
個
人
八
、
株
式
會
薩
二
)
、

昭
和
時
代

に
開
業

の
も

の
、

絡
職
前

一
三

(
個
人
六
、
有
限
會
肚

一
、
株

式
會
融
六
)
、
絡
職
後

八

(個
人
四
、
合
名
會
証

一
、
株
式
會
紬
三
)
と
な

つ
て
を

り
、
職
前

の
開
業
者

は
三
+
店

(
七

五
%
)
と

い
う
多
き

に

及
ん

で
、
開
業
年

の
新
ら

し
い
も

の
は
割
合

に
少
な

い
。

こ
れ
は
、
調
査

の
封
象

と
な

つ
た
小
費
商

が
、
大
部
分
、
札
幌
市

で
は

}
流

の

業
者

に
薦

し
、
そ

の
位
置

も
商
店

街
や
都
心

の
近
く
に
あ

る
も

の
が
多

い
た

め
で
あ

つ
て
、
も
し

こ
れ
を
二
隔

三
流
店

や
場
末

の
商
店

に

か
ぎ

る
な
ら
、
明
治

時
代

や
大
正

時
代

の
開
業
者

は
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
は
な

い
も

の
と
察

せ
ら

れ
る
。
と
ま
れ
札
幌
市

の
繊
維
品
雑
貨

の

小
費
業
者

に
、
か

㌧
る
開
業
年

の
古

い
も

の
が
存

在
す

る
と
い
う

こ
と
は
、
甚
だ
好

ま
し
き
事
態

と

い
わ
ね

ば
な
ら

ぬ
。

二

経

螢

形

態

一
般

に
小
費
商
は
、
開
業

の
當
初

に
お

い
て
個
人
商
業

の
組
織

を

と
る
も

の
多
く
、
爾
後

に
あ

つ
て
も
そ

の
ま

玉
の
形
態

で
糧
績

す
る

こ
と
多
い
ゆ

え
、
法
人
組
織

に
よ

る
も

の
は
比
較

的
少
な

い
。

こ
の
調
査

に
よ
れ

ば

(
第
7
表
滲
照
)
、
個

人
形
態

二
五
、
合
名
会

就

一
、



111

第7表 北 海 道 小 費 商 調 査(札 幌市繊維品雑貨業者)

北
海
道

に
於
け

る
卸
賓
商
、
小
賢
商
経
菅

の

一
噺
面

整理^
1開 業 年

番號1

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

幽 形態
1

}
明治28年

〃30年

〃36年

〃41年

〃42年

大正3年

〃5年

〃6年

"7矧

〃8年i

〃8年

〃8年

〃9年

昭和 元 年i

"2年1
　

〃3年1

」

〃5年

T
〃9年l

l

〃11年1

　

"2幽

〃21年i
r

〃21年

〃26年8月

一!

昭和25年}

個 人

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

'

〃

〃

〃

〃

〃

合名會壮

所 在 地

街

他

街

帯

街

店

の

店

魏

店

〃

商

そ

商

工

商

街

舖

街

會

店

店

〃

臨官

町

商

〃

〃

舖

帯

街

舖

揚

街

〃

轟

店

'
店

謙

宅

`
〃

町

工

商

町

私

佳

街店

〃

商

街

街

〃

〃

宅

店

住

商

揚

積

費

面

llld…1

181

14

20

25

20

馬
14

12

20

妬

9

15

81

101

401

123,
117 .51

9

7

110

ド

13

10,

3.5

50

13.5

24。5

從 業 員

剃 女
人

2

1

5

1

4

3

1

1

3

7

2

3

2

一

4

3

1

1

1

2

1

2

1

4

3

2

人

1

2

4

3

1

「

2

1

「

3

2

1

2

2

2

1

1

2

2

1

2

6

「

7

1箇 年

販 賢 高

111

(万円)

200以 上

200

200以 上

〃

〃

〃

50-100

200以 上

〃

〃

〃

〃

〃

50-100

200以 上

〃

〃

〃

100-200

200以 上

o

〃

〃 .

100-一 一200

200以 上

〃

〃
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商

學

討

究

第
三
巻

第

一
號

1

`

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1

7

1

0

3

6

1

2

1

8

2

7

6

0414刷89印100

6

3

9

5

8

4

8

3

7

7

4

8

6

63り01占■⊥¶⊥-山

I

1

1

あ

50090058051607

01541542511281423
1

他
働

街

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

晶

店

〃

〃

〃

〃

〃

そ
㈲

商

ー

ー

ート

ー1

壮

壮

泄

露

〃

賄

〃

〃

〃

〃

〃

:

〃

〃

〃

合

有

株

年

年

年

年

年

年

年

年
、

年

年

年

年

年

年8371323元236920232525

踊
〃

難

吻

…

…
〃

'

幻

%

四

3。

訂

鉋

認

鎚

茄

%

叙

認

鈴

4。

合
資
会
肚

一
、

有
限
会

肚
二
、
株
式
会
肚

一
一
と
な

つ
て
い
る
。

こ
れ
ら

の
う
ち
、
個
人
形
態

の
十
九
店

が
職
前

の
開
業

に
属

し
、

し
か
も
明
治
時
代

の
も

の
五
、
大
正
時
代

の
も

の
八
1

と

い
う

ご
と

く

、

歴
史

の
古

い
も

の

玉
あ

る

こ

と
は
注

目

を

要

し

よ

う
。

ま
た

法

人
組

織

を

と

る
も

の
が

十

五
商

就

に
及

び

、
し

か

も

こ

の

う

ち

、
十

一
砒

が

「
株

式

会

肚

」

で

あ

る
こ
と

は
ー

-
こ
れ

ら
が

市
内

の

一
流

の
小

費

商

で
あ

る
こ
と

に
も
よ
ろ
う
が
i
ー

経
管

形
態
が
、
漸

吹
、
近
代
化

さ
れ

つ
エ
あ

る
の
を
物

語
る
も

の
と
言

い
得
よ
う
。

三

所

在

地

一
般

に
小
費

商

の
位
置

は
、
消
費
者

の
購
買
上

の
慣

習

や
便
宜

そ

の
他

の
條
件

と
密
接
な
關
連
を
も

つ
て
定

め
ら

れ
、例

え
ば
織

維
品
雑
貨

に

つ
き

、專
門
品

や
買

廻
品
的
性
質

の
も

の
を

取
扱

う

商
店
は
商
店
街

に
、

ま
た
最
寄
品

に
類
す

る
も

の
を

取
扱

う
商

店
は
、
商
店
街

に
か

ぎ
ら
す
住

宅
街

等

に
も
所
在

す
る
を
常

と
す

る
。

こ
の
調
査

に
よ
れ
ば

(
第
7
表
参
照
)
、
商
店
街

二
八

(
個
人

形
態

一
四
、
合
名
會
澁

一
、
合
賓
會
澁

一
、
有
限
會
髄
二
、
株
式
會
池

一

〇
)
、
工
場

地
帯

二

(
個
人
形
態
)
、
官
廉
会
肚
街

一
(
個
人
形
態
)
、

112

、
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私
設
市
場

一
(
個
人
形
態
)
、
佳

宅
街

三

(
個
人
形
態
)
、
町
店

舖

三

(
個
人
形
態
)
、
そ

の
他

二

(
個
人
形
態

一
、
株
式
會
冠

一
)
と
な

つ
て
い

,
る
。
概

し
て
個
人
形
態

の
商
店

は
、
商

店
街
に
も
所
在
す
る
が
、
ま
た
そ
れ
以
外

の
所

に
位
置
す

る
こ
と
も
知
ら
れ

・
法
人
組
織

の
商
肚

は
、
料
理
店
街

の

唄
店
を
除

き
、
全
部
、
商
店
街

に
所
在
し

て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
れ

は
要
す

る

に
、
市
内

の
商
店
街

で
か
な

り

の
螢
業

を
行

う
た

め
に
は
、
資
本

の
多

い
会
砒
形
態

に
よ
ら
ざ

る
を
得
な

い
こ
と
を
物

語

る
も

の
と
言

い
得
よ
う
。

囚

費

場

面

積

一
般

に
小
費
商

の
費
場

面
積

は
、
來
客

の
数

や
商
晶

の
種
類
等

に
よ

つ
て
異

る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
適
當
な
坪
数

の
あ

る
こ
と

い
う
ま

で
も

な

い
。
こ
の
調
査

に
よ
れ
ば

(
第
7
表
参
照
)
、
二
〇
坪
未
満
…の
も

の
六
、

剛
O
I
二
〇
坪
未
満

の
も

の

一
四
、
二
〇
ー
三
〇
坪
未
満
…の
も

の
八
、
三
〇
坪

の
も

の

一
、
四
〇
ー

五
〇
坪
未
満

の
も
.の
六

、
五
〇
ー

六
〇
坪
未
満

の
も

の
三
、

一
二
五
坪

の
も

の

一
、

一
五
〇
坪

の
も

の

}
と
な

つ
て
を
り
、
概

し

て
十
坪
か
ら

三
十
坪
位
ま

で
の
費
場
面
積

の
も

の
が
多

い
。
そ
し
て
、

こ
れ
を

一
日

の
來
客
敏
と

の
樹

比
に

お

い
て
み
る
と
き

(
第
10
表
参
照
)
、
費
場

の
坪
敏
小

さ
く

と
も
來
客
敏

の
多

い
も

の
も
あ
れ
ば
、
そ

の
反
封

の
も

の
も
あ

つ
て
、
必
す

し

も
適
限

の
坪
数
を
も
.つ
て
い
る
と
ば
み
ら

れ
な

い
。
た

璽

哺
般
的

に
は
、
法

人
組
…織

の
商
肚

で
商
店
街

に
所
在

し

て
い
る
も

の
は
総
じ

て

坪
敏

が
大

き
い
と
稻

し

て
差
支

え
な

い
で
あ
ろ
う
。

五

從

業

員

一
般

に
小
費
商

は
從
業

員
を
も

つ
こ
と
少
く
、
家
族
努
働

に
依
存

し

て
い
る
も

の
甚

だ
多

い
。

こ

の
調
査

に
よ
れ
ば

(
第
7
表
滲
照
)
、

男
女
從
業
員
を

合
せ

て
四
入
以
下

の
店
舖

は
二
十
と
な

つ
て
い
る
が
、

こ
の
う
ち

の
大
部
分
は
家

族
勢
働
と
み
ら

れ
る
も

の
で
あ
る
。
ま

た
四
+
店

の
全
從
業
員
藪

は
、
男

子
二
四
四
人

(
李
均

四

二

人
)

、
女

子
三
二

三
人

(
奉
均

八
入
)

と
な

つ
て
、
女

子
從
業
員

が
甚
だ

多

い
。
し
か
し
店
舖

に
よ
つ
て
は
、

男
子

從
業
員

の
多

い
も

の
慰
存

し
、
こ
れ
が
十

六
店

み
ら
れ
、
反
封

に
女
子
從
業
員
が
男
子
從
業
員

ゆ

よ
り
も
多

い
店

は
十
七
店

、
そ
し

て
爾
者
從
業
員

の
同
数

の
店

は
七

乏
な

つ
て
い
る
。

い
ま
男
子
從
業
員

と
女
子
從
業
員

の
各

人
敏
と
店

北
海
道
に
於
け
る
卸
賢
商
、
小
賢
商
経
管
の
一
噺
面

.

.
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,

114

商

學

討

究

第
三
巻

第

一
號

舖
と
を
表

示
す

る
と
左

の
通

り

で
あ

る
。

從獺 の劃店畷 睡獺 酬 店畷

18.8

1な し

1

5

こ
れ

に
ょ

る
と
、
男

子

從

業

員

四
人
以
下

の
店

は
二

十

七
、
女

子

從

業
員
四
人
以
下

の
店

は
二
十
三
と
な

つ
て
い

る
。
な

お
、
株
式
会
肚
組
織

の
商
店

は
、

概

し
て
從
業
員
多

く
、
十

一
砒

の
亭
均
は
男
子

一
二

・
三
人
、

女

子
二
〇

・
五

人
で
あ

る
。

六

一
箇

年

販

費

高

一
般

に
小
費
商

の
販
費
高

は
、
そ
れ

が
生
業
的
な
輕
螢

に

と

穿
ま
る
か
ぎ
り
、
家

族

の
生
計
を
よ
う
や
く
保
持

し
得

る

勢
賃

的
所
得
を
生
す

る
程
度

の
も

の
多

い
が
、
そ
れ

が
企
業

と

の
調
査

に
よ
れ
ば

二
〇
〇
万
圓

の
も

の

一
、
二
〇
〇
万
圓
以

114

ρ

男 子 從 業 員1女 子 從 業 員

8

11

3

1

5

レ

ー

1

1

2

1人の店

2〃

3〃

4〃

6-97

10〃

17〃

28〃

30〃

41〃

 

9

6

7

5

1

5

4

1

1

1

1人 の店

2〃 ・

3〃

4〃

5〃

6--9〃

16-18〃

35

36

な し

的
な
も

の

へ
と
近
代
化
さ
れ

る
に
と
も
な

い
、

い
わ
ゆ

る
利
潤
を
生
じ

得

る
ほ
ど

の

販

費

高

を
示
す

に
い
た

る
。

(
第
7
表
参
照
)
、

五
〇
1

一
〇
〇

万
圓

の
も

の

二
、

一
〇

〇
-ー

二

〇
〇

万
圓

の
も

の
二

,

 上

の
も

の
三
五
と
な
り
、
大
部
分
は
二
百
万
圓
以
上

の
責
上
を
示
し
て
い
る
。
而
し

て
、
ζ
れ
は
、
調

査

に

際

し
、
二
百
万
圓

に
止
め

ず
、
三
百
万
圓
、
四
百
万
圓
、
五
百
万
圓
…
…
と

い
う
ご
と
く
、
も

つ
と
高

い
い
く

ら
か

の

段

階

を

設

く

べ
き
も

の
で
あ

つ
て
、
た

窒

「
二
〇
〇

万
圓
以
上

」
と
し
た

こ
と
は
商
店

側
に
は
記
入
し
や
す
か

つ
た

か
も
し
れ
な

い
が
、
調
査
上
は
適
當

で
あ

つ
た
と
は
言

い
難

い

の
で
あ
る
。

.

,

.
七

主

要

取

扱

商

品

一
般

に
小
費
商

の
取
扱
商
品

は
、
そ
れ
が
專
門
品
に
屡

す
る
場
合

に
は
種
類

が
少

い
け
れ
ど
も
、
買
廻
品

、
最
寄
品
と
な
る
に
及

ん
で

、
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種

類

も

多

く
な
つ

て
く

る
。

こ

の
調
査

に
よ
れ

ば

(
第
8
表
蓼
照
)
、

四

十
店

で
取
扱

う
商

品

の
種
類

は
甚

だ

多

く

、
そ

の
主

要
な

も

の
五

品

を
各

店

に
記

入
し

て
も

ら

つ
た
だ

け

で
も

、

非
常

に
廣

範

園

に
わ
た

つ
て

い
る
。

そ

れ
ら

を
若

干

の
部
類

に
分

け

て
掲
げ

る
と

左

の
通

り

で
あ

つ
て
、
呉

服
類

、

メ
リ

ヤ

ス
、

下
着

、

洋

品
雑

貨

、
既
製

服

、
服

地
等

が
多

い
よ

う

に
み
う

け
ら

れ

る
。

の

呉

服

七

、
京

呉

服

三

、
關

東

呉

服

一
、
呉

服
太

物

一
、

太

物

二
、

大

巾
織

物

二
、

小
巾
織

物

二
、
衣

料
品

二

、
銘

仙

二
、

友
仙

二

、

反
物

一
、

洋

反

物

一
、
小

巾

反

物

二
、

化
学
繊

維

一

⇔

メ
リ

ヤ

ス
七

、
下

着

九

、
靴

下
七
、

足

袋

七

、
布

常

製

品

一
、

ワ
イ

シ

ャ
ツ
四

、

ア

ン
ダ

ー

シ

ャ
ツ

一
、
足

袋
靴

下

一
、
手

袋

一
、

洋

物

一
、

セ

ー
タ

ー

哺
、
ネ

ク

タ

イ

一
、

洋

品
…雑
貨

一
七

㊨

既
製

服

六

、
紳

士

服

四
、

婦

人
服

五

、
婦

人

子
供

服

二
、

子
供

服

五
、

学

生
服

二
、

読

洋

服

二
、
ズ

ポ

シ

一
、
洋

服

及
び

生
地

一
、

服

地

一
二
、
廣

巾

服

地

二

、
小

巾

服

地

一
、
裏

地

二

、
服
飾

雑

貨

二

、

ボ
タ

ン

一
、

洋
裁

用

品

一

㈱
夜

具

二
、
夜

具

地

二

、
綿

六
、

毛
布

一
、
か

や

一

的
洋

傘

一
、

小
間

物

化
粧

品

七
、
針

一
、
袋

物

二
、

族

行

用
鞄

三
、

ト

ラ

ン
〃
族

行
具

一
、
紙

文

具

一
、
蓮

動

具

一
、

ア

メ
リ

カ
商

品

一
、

記

念

品
贈
答

品

一

〇

(
註
)

以
上

の
諸

品
目

の
中

に
に
重
複

し
て

い
う
も

の
が

か
な
り
あ

ろ
六

め
、

そ
れ
を
整

理
す
れ
ば

も

つ
と
簡
明

と
な
ろ

の
で

あ

ろ
が
、

こ

蕊
に

は
調
査

表

に
記
入

さ
れ
れ
ま

』
の
品
名

な
表

示
す

る
こ
と

エ
し
か
。

耀

八

昨
年

上
期

に
比
し
費

上
高

の
増
減

一
般

に
小
費
商

の
費
上
高

は
、
財
界
景
氣

の
好
悪

、
購
買
力

の
高
低

、
流
行

の
攣
遷
等

に
ょ

つ
て
増
減
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
繊
維
品

雑
貨

に
あ

つ
て
は
、
高
慣
な
奢
修
品
的
な
も
の

玉
方

が
、
日
用

の
必
需
品
的
な
も

の
よ
り
も
攣
動
甚
だ
し
く
、

一
昨
年

に
比
し
相
當

の
費

行

不
振

が
い
わ
れ
て
い
る
。

こ

の
調
査

に
ょ
れ
ぼ

(
第
8
表
参
照
)
、
四
十
店

の
取
扱
う

一
七

一
品

の
う
ち
、
前
年

へ
昭
和
二
十
五
年
)
上
期

　

北
海
遭
に
於
け
る
卸
費
商
、
小
賢
商
経
替

の

=
剛
面
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理

號

整

番

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

主 要 取 扱 商 品

1 2 3 4 5

靴

既 製 服

毛

小 間 物

昨 上 期 に 比 し
賢 上 高 の 捨 減

・12国415

ふ と ん

洋品雑貨

化學繊維

毛

綿

旋 行 用
鞄

製 綿

夜 具 地

Yイ
シヤ ツ

洋 品

副

槍

櫓
測

増

櫓

櫓

一
謄

門
隊

㎏

増

飴
L

門

齢
階

減

;

一,禰

減

=

-
階
阻
圖

陣

阻
険

門

廉

櫓
賊

減

噌
飴
L

陣
飴
㎏

減

;

「
購
齢

憩

.捨

槍

減

減

減

櫓

櫓

齢

減

櫓

減

齢

櫓

飴

一

増

飴

捨

減

増

噌

櫓

欝

齢

減

増

噌

減

減

増

噌

飴

齢

櫓

減

減

減

増

減

一

噌

船

増

滅

増

噌

飴

臓

噌

減

減

馨

.櫓
減
窺

雛

飴

蓑

讐

減
露

讐

減
馨

儲
「
癬
鎗

減

下

糸

ビ

貨

下

一

下

糸

一

貨

一

物

一

一

商

學

討

究

第
三
巻

第

一
號

116



北
海
道
に
於
け
る
卸
蜜
商
、
小
賢
商
繧
嘗

の

一
臨
面

117

27

28

29

30

31

32

33

34

駈

36

37

認

39

40

京 呉 服

紳 士 服

服 地

紳 士 服

京 呉 服

蓮 動 具

服 地

洋品難貨

服 地
オーバ地

呉 服

紳 士 服

洋品雑貨

婦.人 服

紳 士 服

關東果服

學 生 服

手 編 糸

婦 人 服

小巾織物

鞄

服 裏 地

呉服反物 .

服 飾 品

洋 反

婦 人 服

ヲイ
シヤツ
ワイ
シヤヅ

婦 人 服

洋 反 物

婦 人 服

服

地

供

晦

子

廣

袋

メ リヤ ス

子 供 服

物腋 行 具

子 供 服 謎 洋 服

毛織服地}

昏 ラyク

下 着1毛 糸
き

洋 副 一

子 供 服1學 生 服
1

鞄i袋 物

ネク列 靴 下

生 地!毛 糸

服飾雑貨

洋 品

アメ リカ

商 品

洋品雑貨

洋服仕立

洋 品

認 念 品
贈 答 品

高級下着

子 供 服l
l

櫓

一

噌

減

減

一

増

齢

噌

減

増

櫓

看

一

一

噌

櫓

噌

殉

櫓

一

櫓

櫓

増

噌

摺

櫓

「

噌

減

櫓

減

一

摺
,
減

噌

櫓

櫓

噌

噌

櫓

減

櫓

噌

噌

増

飴

暦

讐

減

櫓

減

轡

檜

増

減

櫓

櫓

君

噌

櫓

槍

増

減

櫓

櫓

増

が 商 ら ○ て 商 責 と る
三 そ と%「 、く 一 も が 一

九 も む は 思 い た に
左 し 増 わ る も 比

O

し
、
費

上
高

の
減

少
し
た
も

の
四
二
品

」
買
上
高

の
増

加

し

の

一
〇

〇
品

、費
上
高

の
保
合

つ
た
も

の
二
九
品

と
な

つ
て

。費

上
高

の
増
減
、
保

合

の
商
品

に

つ
い
て
は

、特

に
顯
著
と

れ

る
も
の
は
な

く
、或
店

で
減
少

し
て
い
て
も
、
他

の
店

で

加
し

て
い
る
と

い
う
ご
と
く
、
そ
れ
は
商
品

に
よ

る
よ
り
も

ろ
商
店

の
経
螢
歌
態

に
よ

つ
て
來
客
敏
が
檜

減

し
、費

上
高

右

さ
れ

て
い
る
こ
と
多

い
よ
う

に
思

わ
れ

る

の
で
あ

る
。

商

品

販

費

方

法

般

に
小
費
商
は
商
品
を
店
頭

で

販

費

す
る
を
主
と
し

て
い

、
ま
。た
販
費
高
を
檜
加
す

る
た

め
、
外
商

の
方
法

に
よ

る
こ

少
な
く
な

い
。
こ
の
調
査

に
よ
れ
ば

(
第
9
表
参
照
)
、
店
頭

○
○

%

の
も

の
こ
七
店
、
外
商

一
〇
〇
%

の
も

の

一
店

(
綿

.
雨
者
併

用

の
も

の

一
二
店
と
な

つ
て
い
る
。
大
膿

に
お

い

店
頭
費
L
、七
〇
%

か
ら
九
〇
%

ま

で
と
「
外
商
そ

の
他

」
三

が

ら

一
〇
%

ま

で
を
併
用
し

て
い
る
よ
う

で
あ
る
が
、
と
れ

反
樹

に
、
「
店
頭
費
」

二
〇
%
、
三
〇
%
、
四
〇
%
と

「
外

の
他

」
八
〇
%
、
七
〇
%
、
六
〇
%
を
併

用

し
て
い
る
も

の

店
あ

る
。
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118

理

號

整

番

1

り
倒

9
0

4

5

6

7

8

9

10

11

9
飼

3

1
↓

-

14

15

16

17

18

19

20

21

9
μ

nδ

4

PO

9
μ

9
　

り
飼

2

26

商品販賢方法(%)

障醐 鏑1そ の他

100

80

100

100

100

100

100

100

100

75

IOO

90

70

100

100

100

100

100

100

100

100

90

100

90

100

20

25

10

30

100

10

10

販賓代金回牧方法(%)

現金蜜降 賓

75

70

100

80

50

30

80

10

40

80

100

70

70

50

100

100

60

50

30

90

100

90

100

100

100

25(40日 彿)

30(60日 沸)

20(90口 梯)

50

70

20(50日 韮脂)

90(60日 沸)

60

20(50日 梯)

30(60日 梯)

30(75日 佛)

50

100

40(60日1梯)

50

70(90日 佛)

10

10(30日 彿)

仕入代金支彿方法(%)

現金佛陣 梯

10

0

0

9
臼

7
5

30

10

10

0

亡
」

2

50

20

100

100

50

40

5

0

0

9
臼

ワ
・

60

40

90(60日 佛)

80(30-60日 搦1)

30

70(45日 彿)

100

90(50日 沸)

90(40日 韮脂)

40(40日 梯)

80

95(60日 梯)

100

50

80(45同 彿)

100

50

60(60日 携)

100

95(60日 沸)

100

100(30日 佛)

80(60日1弗)

30(訳 回 出 張 佛)

40(50日 韮那)

60
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σ

119

い

27 100 170 30(45日 佛) 20 80(60日 佛)

28 100 100 一 一

80 }
29 20 i100

1
30 70(45日{弗)

30 100
1…
}

20 80(60日 沸)

31 100 180
}

20 10 90(60日 佛)

32 40 60 }301 70 20 80(60日 携)

33 80 20
180

i
20(30日 梯) 20 80(80口i脚)

34 30 70
120
　

80(120日 梯) 100

35 100 180

}
20 70 30

36 100 i100 40 60(30日 佛)

37 100
}

199 1 30 70

38 馨

%不 詳
曇

%不 詳
100 100

39 100 100 80 20(30-60口 沸)

40 80 20 70 30(60剛 弗) 20 80(60日 佛)

 

北
海
道
に
於
け
る
卸
費
商
、
小
責
商
・経
菅

の

一
噺
面

十

販
費
代
金
回
牧
方
法

.

一
般

に
小
費
商
は
商
品

の
販
費

に
あ
だ

り
、
現
金
費

に
よ
る
こ

と
多

い
が
、
し
か
し
繊
維
品
雑

貨

の
う
ち
、
高

慣

品

に
つ
い
て

は
、
浩
費
者

の
便
宜

を
は
か

つ
て
掛

費

を
行
う

こ
と
少
な
か
ら

す

、
ま
た
商
店
街

の
專
門
店
等

に
あ
つ

て
は
、
い
わ
ゆ
る
購
買
通

帳
を
獲
行

し
て
二
、
三
箇
月

の
月
賦
販
費

を
實
施

し
て
い
る
も
.の

も
み
ら

れ
る
。

こ
の
調
査

に
よ
れ
ば

(
第
9
表
参
照
)
、

現

金

費

一
〇

〇
%

の
も

の

一
四
店

、
掛
費

醐
○

○
%

の
も

の

一
店

(
工
場

地
帯
の
綿
商
)
に
し
て
、
他

の
二
五
店
は

、
全
部
、

爾
者
を
併
用

し

て
い
る
。
而
し

て
併
用
し

て
い
る
も

の
㌧
う
ち

、現
金
費

の
割

合

が
掛
費

の
そ
れ

に
比
し
多
い
こ
と

い
う
ま
で
も
な

く
、
す
な
わ

ち
、
そ
れ
を
あ
げ

る
と

、現
金
費
八
〇

%
、
掛
費

二
〇
%

の
も

の

六
、
現
金
費

七
〇
%
、
掛
費

三
〇

%

の
も

の
五
、
現
金
費

七
五
%

、

掛
費

二
五
%

の
も

の

一
、
現
金
費

九
〇
%

、
掛
費

繭
○
%

の
も

の

一
、
現
金
費

九
九

%

、

掛
費

一
%

の
も

の

マ
ー

と

な

る
。

ま

た

現
金
費

五
〇

%
、
掛
費

五
〇
%

の
も

の
が
三
店
あ

る
。
更
に
、
以

上
を
除
く
と
、
他

の
六
店

は

掛

費

の
割
合
が
多

い
も

の
で
あ

つ

て
、
現
金
費

三
〇
%

、
掛
費
七
〇
%
'の
も

の
三
、
現
金
費

嘲
○
%

、

り
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120

理

號

整

番

1

9
一

り
0

4

5

6

7
巳

6
0
0

9

10

11

9
β

O
U

-
占

-
↓

4

5

1
占

-
▲

16

17

8

0
/

0

1
占

-
占

-
占

9
臼

り
β

9
列

3

4

9
臼

9
μ

9
臼

25

26

棚卸時期 手 持 高

8月

12

1

3

1

1,7

1

1

1,12

回1年

1
噌

12

1

り
臼

り
臼

■
エ

コ
⊥

2

2

12

(万 圓)、

280

80

500

300

500

800一 噛1,000

70

200

800

800--1,000

200

80

200

100

250

e200

450

28

150

57

r30

1,000

80

2,000

1-H・1SL均
　

陳 客敷
人

010

30

350

50

30

150

8

50

60

100

150

40

30

300

40

200

15

70

70

15

300

70

300

陣 の最
1も 多 い月

12

4,7

12

12

12

12

6,7

7,10

12

月

12

6,12

12

6,12

5,6,ll,12

9

1,6,12

12

7

12

11,12

9,10

12

,12

12

11,12

12

1,來 客 の 男 女 の 割 合i
一

男 女

40

30

45

30

(U

5

2

10

0

0

0

り
白

り
畠

10

35

50

30

20

20

70

30

20

40

30

20

50

70

30

20

20

%

60

70

55

70

80

35

80

80

40

65

50

70

80

80

30

70

0

0

8

10

70

80

50

30

70

80

80

%

120
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℃

121

27 1.8 4βoo 300 ;12

140
60

28 12 800 150 12 50 50

29 7 800 300
'12

20 80

30 5.11 250 80 12
《

60 40

31 年2回 1,000 200 16,7.12 301 70

32 6.12 500 120 5 60 40

33 2.8 2,000 1,000
3,6,.9,

10,11.12
40 60

34 1
1250

10 5,6.12 20

1
80

35 1.7
11β00

800 12 30170

36
'6
,12 11,600 600 12 30 70

37 年2回 250 200 4,5,11,12 50 50

38 3.9 1,000
[

1,000 6.12 40 60

39 8 480 200 12 阜40 60

40 9・

1500
30 12 40 60

融 勝
'

北
海
道

に
於
け
る
卸
賓
商
、
小
費
商
纏
誉

の
一
断
面

掛
費

九
〇
%

の
も

の

一
、
現
金
費

四
〇
%
、
掛
費

六
〇
%

の
も

の

一
、
現
金
費

二
〇
%

、
掛
費
八
〇
%

の
も

の

一
1

と
な

つ
て
い

乾
・
.

な

お
、

掛

費

の

「
期

間

」
は

、
短

き

は
三

十

旨

よ

り

、
長

き
は

料

理
店

街

に
所
在

す

る
商

砒

の
百

二

十
日

に
及

ん

で

い
る

が

、
こ

れ

を

あ
げ

る

と
、

三
十

日

の
も

の
二
、
四

十
日

の
も

の

一
、

四

十

五
日

の
も

の

一
、

五

十

日

の
も

の

二
、
六
十

日

の
も

の
五
、

七

十

五
日

の
獣

の

一
、
九

十

日

の
も

の
二
、

百

二

十
日

の
も

の

一
1

と
な

つ
て
、

六
十
日
彿

の
も
の
が
最
も
多

い
。

十

一

仕
入
代
金
支
佛
方
法

一
般

に
小
費

商
は
卸
費

商
等
よ
り
商
品
を

仕

入
れ

る
に
あ
た

り
、
そ

の
代

金
を

現
'金

で
支
佛

う
こ
と
少
く
、天

部
分

は
掛
佛

を

併

用
し

て
い
る
。

こ

の
調
査

に
よ
れ
ば

(
第
9
表
参
照
)
、

現

金

佛

一
〇
〇
%

の
も

の
は
僅

か
二
店

に
す
ぎ
す
、
ま
た
掛
佛

一
〇
〇

%

の
も

の
は
九
店
、
そ

し

て
他

の
二
十
九
店
は
爾
者
を
併

用
し
て

を
り
、

こ
れ
を
あ
げ

る
と
、
掛
佛
九
五
%

の
も

の
二
、
九
〇
%

の

も

の
四
、

八
〇
%

の
も

の
九
、
七
〇
%

の
も
の
三
、
六
〇
%

の
も

'
の
三
、
五
〇
%

の
も

の
二
、
四
〇
%

の
も

の

一
、
三
〇
%

の
も

の

】21
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商

學

討

究

第
三
雀

第

一
號

三

、
,二
〇

%

の
も

の

一
ー

と
な

つ
て

い

て
、
掛

佛

八
〇
%

以
止

の
も

の

が
二

+

四

店

と

い
う

多

き

に
達

し

て

い
る

の
で
あ

る
。

-

な

お

、
掛
佛

の

「
期

間

」
を

み

る

と
、
短

き

は

三
十

日

よ
り

、
長

き
は

六

十

臥

に
わ
た

つ

て
を

り

、

こ
れ
を

あ
げ

る

と

、

三
十

日
佛

の

も

の
一『

四

十
日

佛

の
も

の
二

、

四

十

五
日
佛

の

も

の
四

、

五

十

日
梯

の
も

の
二

、
三

+

日
ー

六
十

日
佛

の
も

の
二

、

六

+
日
梯

の
も

の

一
二

、
次

回

出

張
佛

の
も

の

一
ー

と
な

つ

て
を

り
、

六

十

日
佛

の
も

の
が
最

も

多

い
。

十

=

棚

卸

時

期

一
般

に
小
責

商

は

他

の
商
業

と

同
様

、

決
算

期

に
手

持

商

品

の

現
在

高

を

調
査

し

て
、
適

當

に
評

慣

す

る
も

の
で
あ

る

が

、
そ

の
時
期

は

各

商
店

に
ょ

つ
て
匠

丸
で
あ

る
。

こ

の
調

査

に
よ
れ

ば

(
第
10
表
参
照
)
、

記

入

の
あ

つ
た

三

十

二
店

の
う
ち

(
記
入
な
し
八
店
)
、

一
月

に
行

う
も

の
七

、

十

二
月

に
行

う

も

の
六
、

六
月

、
十

二
月

に
行

う

も

の
三
、

削
月

、

八
月

に
行

う
も

の

一
、

一
月

、

七

月

に
行

う
も

の

二

、

二
月

に
行

う
も

の
二
、

二
月

、

八
月

に
行

う

も

の

一
、
三

月

に
行

う

も

の

一
、

三
月

、

九

月

に

行

う
も

の

一
、

九

月

に
行

う

も

の

一
、
七

月

に
行

う

も

の

一
、

五
月

、

十

一
月

に
行

う
も

の
二

、

八
月

に
行

う

も

の
二
、

他

に
月

の
明

示
な

き

も

の
三

(
年

に

一
回
行
う
も
の

一
、

二
回
行
、っ
も

の
二
)
ー

ー
と
な

り
、

大
膣

に
お

い
て
、

一
月

と

十

二
月

に
行

う
も

の
が
多

い
よ
う

で
あ

る
。

な
お

、

棚

卸

の
回
数

を

み

瀞

る

と

、
年

一
回

の
も

の
は

二

十

一
店

で
、
大

部
分

、

個

人

商
店

に
属

し
、

年

二
回

の
も

の
は

十

「
店

で
割

合

に
法

人

組
織

に
多
く
、

そ
れ

ぞ

れ

決

算
期

と

の
關

係

に
よ

る
も

の
と
察

せ

ら

れ

る

の

で
あ

る
。

十

三

手

持

高

.

、

一
般

に
小

費

商

は
取
扱

商

品

の
相

當

量

を

手

持

し

て

い

る
も

の
で
あ

る
が

、
そ

の
数
量

は
費

上

の
欺

況

に
よ

つ

て
異

る
。

最

近

の
ご
と

く

、

各
種

の
商

品

が

一
通

り

出

つ
く
し

、

そ
し

て
相

場

に
下
落

傾
向

の
あ

る
場

合

に
は
、
'投

機

的
な

仕

入

は

行

わ

れ
す

、
手

持
高

も
多

く

な

い
よ
う

で
あ

る
。

こ

の
調
査

に
よ

れ

ば

(
第
10
表
参
照
)
、
記

入

の
あ

つ
た

三

十

八
店

の
う

ち

、

一
〇

〇
万

圓
ま

で

の
も

の
八
、

一
五
〇

万
圓

の
も

の

一
、

二

〇
〇
一⊥

二
〇
〇

万
圓

の
も

の

一
〇

、

四
〇

〇
1

五
〇

Q

万
圓

の
も

の
六
、

八
〇

〇

-

一
〇

〇

〇

万

圓

の
も

の
八
、

O
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一
五
〇
〇

ー
二
〇
〇
〇

万
圓

の
も

の
四
、
四
五
〇
〇

万
圓

の
も

の

一
1

ー
と
な

つ
て
い
る
が
、
三
〇
〇

万
圓
ま
で
の
も

の
は
合
計
十
九
店

と
な

り
、
ま
た

五
〇
〇
万
圓
ま
で

に
つ
い
て
み
る
と
合
計

二
十

五
店
と
鷺な
る
。
な

お
、
.
商
品

の
手
持
高

が
商
店

の
規
模

に
關
係
あ

る
こ
と

い
う
ま

で
も
な
く

、
こ

」
で
も
手

持
高

一
〇
〇
万
園

ま

で
の
も

の
は
す

べ
て
個
人
形
態

の
も

の
で
あ
り
、
相

當
多
量

の
手
持
高
あ

る
も

の

は
法

人
組
織

に
多
く
み
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

十

四

一
日
干
均
來
客
敏

一
般

に
小
費
商

の
來
客
敏
は
日

に
よ

つ
て

(
曜
日
、
旬
日
)
、

ま
た
月

(
何
月
)
に
よ

つ
て
、
増
減
、を

み
る
も

の
で
あ
る
が
、

大
膣

に
お

い
て

一
日

の
李
均
來
客
敏

は
定
ま

つ
て
い
る
。

こ
の
調
査

に
よ
れ
ば

(
第
10
表
参
照
)
、
記
入

の
あ

つ
た

三
十
七
店

の
う
ち
、
五
〇
人
ま

で

の
も

の

=

一、
六
〇
ー

一
〇
〇
人

の
も

の
七
、

一
二
〇
1

二
〇
〇
人

の
も

の
八
、
三
〇
〇
ー

三

五

〇

人

の
も

の
六
、
六
〇
〇

人

の
も

の

一
、

八
〇

〇
人

の
も

の

一
、

一
〇
〇
〇
人

の
も

の
ニ
ー
1

と
な

つ

て
い
る
。

こ
れ
を

一
日
卒
均

}
O
O
人
ま

で

の
店
舖

に
つ
い
て
み
れ
ば

十
九
店
、
二
〇
〇
人
ま

で
と
す
れ
ぼ

二
十
七
店
と
な

る
。
な

お
、
來
客
敏
八
〇
〇

人

の
店
舖

と

一
〇
〇
〇
人

の
店
舖

と
は
、
市
内

で
有
名

な
洋

装
店

と
洋
品
雑
貨
店
で
あ
つ
て
、
共

に
株
式
会
砒

の
形
態
を

と

つ
て
い
る
。

十

五

來
客

の
最
も

多

い
月

一
般

に
小
萱

商

の
來
客
は
、
取
扱
商
品

に
特
別

の
需
要
期
あ
る
も

の
は
そ

の
時
期

に
多

い
こ
と

い
う
ま
で
も
な

く
、
繊

維
品
雑
貨

に
つ

い
て
は
、
品
毎

に
年
間

を
通

じ

て
き
ま

つ
た
月
が
み
ら
れ

る
。

こ
の
調
査

に
よ
れ
ば

(
第
10
表
参
照
)
、
四
十
店

の
う
ち
、
來
客

の
最
も
多

い
月

と
し

て
、

十

二
月

を

あ

げ
た

も

の
二
十

二
店

、

こ
れ
た

他

の
月

を

併

せ

た

も

の
ー
ー

・例

え
ば

十

一
月

と
十

二
月

-

六
店

、
合

計

二

十

八
店
と
な
り
、
十

二
月
が
最
も
多
忙

で
あ

る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
ま
た
、
軍
猫

で
な
く
、
他

の
月
と
併

せ
た
も

の
で
あ

る
が
、
六
月

が

八
店

、
七
月

が
五
店

と
な

つ
て
を
り
、

こ
れ
ら
は
夏
物

の
購

入

の
た

め
來
客
が
多

い
も

の
と
察

せ
ら
れ

る
。
本
調
査

の
結

果
を

ま
と
め
た

も

の
を

示
せ
ぱ
左

の
通

り
で
あ
る
。

一

北
海
道
に
於
け
る
卸
質
商
、
小
賢
商
輕
蒼
の
』
断
面
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8

商

學

討

究

第
三
巻

第

一
號

,

124

店敷
來 客 の
最 も多 い 月

22

2

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

12月

11,12

6,12

1,6,12

4,5,11,22

5,6,12

6,7,12

5,6,11,12

3,6,9,10,11,12

5

6,7

4,7

7

7,10

9

9,10

10
表
参
照
)
、

記

入

の
あ

つ
た

三

十

九
店

の
う

ち

、
男

子
客

の
婦

人

客

よ
り

も

多

い
店

は

六

で
、

用
具

を

販
費

し

て
い

る
も

の
で
あ

る
。
婦

人

客

の
男

子

客

よ
り

も

多

い
店

は
二

十
九

で
、

ゆ

　

る
も

の
で
あ

る
。

男

子
客

と

婦

人
客

と

の
等

し

い
店

は

四

で
、

こ
れ
ら

は
洋

品
雑

貨

、

　

 に
來
客
と
し

て
は
婦
人

の
方

が
多
く

、
三
十
九
店

に
わ
た

る
算

術
李
均
を

出
す
と
、
男
子
三
七
%
、
女

子
六
三
%

と
な
る
。

十
七

商

賞

上

の

感

想

こ

の
調
査

に
お

い
て
、

「
商
費

上

の
感
想

」
を
記
し
た
も

の
は
、
既
述

、

卸

費

商

の
場
合
と
同
様
、
多

く
は
な
か

つ
た
が
、
そ

の
う

ち
、
留
意
を
要
す
る
よ
う

に
思

わ
れ

る
も

の
を
あ
げ

る
と
左
の
通
り

で
あ

る
。

先

ず
、
仕
入
品
た
る
大

阪
商
品
と
東

京
商
品

と
を
封

比

し
て
、
前
者

に
封

し
品
質

の
向
上
、

良

心

的

な
仕
事
を
要
望

し
て
い
る
も

の

が
、
か
な
り
見
ら
れ

る
。
例
え
ば
既
製
服

の
ご

と
き
、
大
阪
も

の
は
、
良

心
的
な
仕
事

の
な

さ
れ
て
い
る
東
京
製
品

に
比
し
、
サ
イ

ズ
、

生

地
、
形
歌
等

に

一
段

の
工
夫
を

こ
ら
す
必
要
が
あ
る
よ

う
に
認

め
ら

れ
、
ま
た

シ

ャ
ツ
そ

の
他
下
着
類

に
あ

つ
て
も
、
大
阪
商
品

は
値

段

が
安

い
け
れ
ど
も

、
若

干
手
を
ぬ

い

て
あ
る
た

め
、
商
店
側

で
自
信
を
も

つ
て
顧
客

に
す

」
め
る
こ
と

は
で
き
な

い
と
さ
れ

て
い
る
。

但

し
そ
れ
は
値
段

が
安

い
た

め
、
道
内

の
都
市
以
外

の
地
方

で
は
激
迎

さ
れ

て
を
り
、

一
概

に
排
斥
は
で
き
す

、
東
京
商
品
と
相
並

ん
で

十

穴

來
客

の
男
女

の
割
合

一
般

に
小
費
商

の
顧

客
は
、
取
扱
商
品

の

種
類

や
購
買
慣
脅
等

に
よ
り
、
男

子
の
こ
と

も
あ
れ
ば
婦
女

子
の
こ
と
も

あ
り
、
こ
れ

が

詳
細

を
知

る
こ
と
は
維
螢
改
善

に
役

立

つ
も

の
と
せ
ら
れ

る
。

こ

の
調
査

に
よ
れ

ば

(
第

こ
れ
ら
は
洋
品
雑
貨

、

蓮
動

具
、

族
行

こ
れ
ら
は

ぜ
般

の
繊

維
品

の
販
費

に
及
ん
で
い

洋
服
等
を
販
費

し
て
い
る
も

の
で
あ

る
。
要
す
る

124



'

必

要

で
あ

る

と
も

い
わ

れ

て

い
る

。
な

お
、

最
近

、

大

阪
商

品

は
・ー

ー

一
部

の
既

製

服

に

み

ら
れ

る
ご

と

く
f

奮

來

の
仕
法

よ

り
睨

し

て
、
漸

次

、
品

質

の
改

善

が

は
か

ら

れ

、
、
北

海

道
向

け

の
特

別

サ
イ

ズ

の
も

の
が
作

ら
れ

て
き

て

い
る
と

い
う

小
費

商
も

あ
る

。

次

に
、

仕
入

先

た

る
大

阪

の
卸

費

商

と
東

京

の
卸
費

商

と
を
樹

比

し

て
、
前

者

は
仕

入
代

金

の
支
彿

決

濟

が
き
び

し
く

、
打

算
的

な

鮎

が

多
く

み
ら

れ

る
ゆ

え
、

も

つ
と
温

情

味

を
も

つ
て
取

引

を

し

て
ほ

し

い

と

い
う
要

望

が

少

く
な

い
。
し

か

し

こ
れ
と

は

反
封

に
、
大

阪

商

人

は
關
東

商

人

よ

り
も
情

味

が
厚

い
と
い

う
も

の
も

あ

つ

て
、

要

は
相

手
方

商
人

の
人
柄

や

信
用
歌

態

等

の
如
何

に
よ

つ

て
定

ま

る

よ

う

に
思

わ
れ

、

一
概

に
断
定

す

る

こ

と

は
む

す

か

し

い
の

で
あ

る

。

な

お

、

少

数
な

が
ら

、

最

近

の
資

金

難
か

ら

経
螢

不
振

を
訴

え
る
も

の
、

ま

た

百
貨

店

に
顧

客

を

吸
牧

せ
ら

れ

て
、
経

螢

の
、
漸

次

、

困

難

化

し

て
ゆ

く

こ
と

を
記

し
た

も

の
も

あ

つ
た

。

附
記
l
l
H
こ
の
調
査
に
お
い
て
、

「
小
費
商
調
査
表

」

(
既
掲
、
乙
表
)
に
は
商
品
の
仕
入
先

(
A
同

一
市
町
村

の
問
屋
、B
そ

の
他

の
北
海
道
内

の
問

屋
、
C
大
阪

の
問
屋
叉
に
道
内
の
支
店
、
出
張
所
、
D
そ

の
他
本
州
の
問
屋
又
は
そ
の
道
内
支
店
、
E
製
造
元
、

F
そ

の
他
)
も
記
入
さ
れ
て

い
る

の

で
、

ζ
れ
の
集
計
も
掲
げ
て
設
明
な
加
え
ね
ば
な
ら
ぬ

の
で
あ
る
が
、
こ
＼
に
そ
れ
を
記
述
す
ろ
こ
と
は
、
都
合
に
ょ
卯
見
合
ぜ
れ
。

目

こ
の
調
査

の
實
施

に
あ
た
り
、

封
象
と
な
ろ
店
舖

の
選
揮
そ

の
他
に

い
ろ
い
ろ
と
指
導
な
ー
て

い
た
サ
い
戯
札
幌
商
・工
會
議
所
並
に
調
査
表

の
記

入
に
協
力
下
さ
つ
五
卸
費
、
小
費
業
者
の
方

々
に
封
し
、〃
厚
く
御
禮
な
申
し
あ
げ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
ま
た
調
査
表

の
配
付
や
蒐
集
等
に

つ
昏
、多
大

の
墨

力

な
し
て
も
ら

つ
六
小
樽
商
科
大
學
學
生
、
伊
藤
眞
李
、
北
本

巖
、
遠
藤

毅

の
三
君

に
封
し

て
も
深
謝

の
意
な
表
す
ろ
次
第
で
あ
る
。

'

ー

-
昭
和

二
十
七
年
三
月
末
口
稿

ー

,

、
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